
2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人正覚会

名
グループホームライフケア黒森

【事業所番号:0690800297】

認知症対応型共同生活介護

[製品名] NDソフトウェア快べッドセンサーバイタルビーツ

[導入時期]

購入 リース(契約期問

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

【現在の問題点】

介護業界の抱える課題のひとつに、介護人材不足があり、事業所

内でも職員の身体的・精神的負担が増えてきている。今後益々認知

症高齢者の増加が予測されており、専門的なケアが求められてい

る。

ベッドセンサーバイタルビーツを使用することで、入居者の情報

(睡眠・覚醒・起き上がり・航床・呼吸数・心拍数)をりアルタイ

ムで可視化し、業務の効率化・介護職員の負担を軽減する。

また、可視化した情報をもとに根拠に基づきケアを行うことで、

認知症ケアの専門性を深めていく。

【導入台数の妥当性】

根拠に基づいた認知症ケアを実践するため、全ご利用者の居室の

ベッドに設置していく。

価哉員との導入意義の共有】

法人内の他事業所の運用報告を参芳にして、事業所内での会議に

て導入目的や製品について職員問で協議し、導入意義の共有とす

る。

令和4年12月3 1日[導入台数]8台

疋員数

年

9名

月~

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

年 月)

0導入後(翌年) 1年目

・入居者の情報(睡眠・覚醒・起き上がり・航床・1呼吸数・心拍数)

を職員間で共有し、業務の効率化と職員の負担軽減を図る。

・入居者個々の入眠状況や夜間帯の様子を把握して、日中の活動量

や生活りズムとの関連性について課題を整理する。

02年目

・入居者の情報をもとにタイムテーブルの見直しを行い、業務の効

率化と職員の負担軽減を図る。

・入居者個々の 1日を通した生活りズムを分析し、根拠に基づいた

ケアを提供する。

03年目

・タイムテーブル変更後や職員の身体的・精神的負担軽減について

効果を検証していく。

・職員が根拠に基づき、職員が自信ややりがいを持って認知症ケア

ースの購入又は

※該'

」号1

入を0方る

j



を実践することができる。

0導入後(翌年) 1年目

・入居者の情帳(睡眠・覚醒・起き上がり・離床・呼吸数・心拍数)

を把握し、個々の生活りズムに沿ったケアの提供ができる。

・入居者の夜問の行動や排池パターンを知ることにより転倒等の

リスクを解消する。

・入居者個々の入眠状況や夜間帯の様子を把握することにより、日

中の活動量や生活りズムについて課題を整理できる。

02年目

・業務の見直しや効率化を図ることで職員の身体的、精神的負担の

軽減が図られる。

・認知症のご利用者の入眠状況を分析し、日中の活動量や生活りズ

ムの改善に繋げることができる。

03年目

・業務改善や職員の身体的・精神的負担軽減について効果的であっ

たと実証される。

・可視化した入眠状況を含むデータに基づいた認知症ケアを提供

することができる。

・職員が根拠に基づいた認知症ケアを実践することで自信ややり

がいに繋がり、離職防止や新規職員の採用に繋がる。

期待される効果等

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

3 事業・導入スケジュール

・事業所内会議にて導入前導入後の介護時間の短縮やご利用者や

職員の変化を検討する場を設ける。

期間(予定)

R 4年4月1日~R4年

6月30日

【業務の状況分析・闇題点の洗い

出し】

・深夜帯、夜問帯は一人で認知症

のご利用者を見守ることになり、

職員の身体的精神的負担や不安が

大きい。

・実践している認知症ケアの取り

組みが可視化しきれていない為、

根拠だったケアの証明まで至って

いない。

内 容 経費概要 備老



R4年4月1日~R4年

6月30日

【機種選定・導入計画の検す打

事業所で使用している介護用ソフ

ト「NDソフトウエアほのぼのN

EXT」やタブレット端末との連

動が可能なことを職員全体で共有

し、入眠状況の可視化のための機

器について情帳を収集し、導入に

向けて検討する。

R4年6月1日~R4年

7月31日

R4年6月1日~R4年

7月31日

【導入担当者・チーム体制整備

(導入・活用・効果検証の各担当

者)】

主担当者:管理者

導入・活用・効果検証担当者:管

理者、副主任

R4年1

年12月

【実際に機器を使用する者(介護

職員等)の意見聴取】

業務の負担軽減や身体的精神的不

安の軽減に繋がることや、認知症

ご利用者の生活りズムの改善や根

拠に基づく認知症のケアに繋がる

ことに期待している。

2月1日~R 4

3 1日

R4年1

年3月3

【機器導入時期】

補助金交付決定後、速やかに導入

する。(令和4年12月導入予定

ではあるが、交付決定通知の時期

によっては導入時期を延期する。

2月1日~R 5

1日

馴哉員の習熟及び教育●刑多計画

(マニュアル整備等)】

・機器導入の使用方法についての

マニュアルについて誰でも同じ操

作ができるように情報共有する。

・内部研修として介護ロボットや

ICTに関するや認知症ケアに関

するオンラインセミナーを視聴

し、知識を深める。

R5年3月31日

備品購入費

見守りコミュニ

ケーション支援バ

イタルビーツ

【導入によるケア方法の見直し予

定】

事業所会議の場において、可視化

された入居者の情報(睡眠・覚

醒・起き上がり・籬床・呼吸数・

心拍数)を分析し、業務内容や認



R 5年3月3 1日

R5年4月1日~R7年

3月31日

知症ケアについて検討する。

【効果検証の実施】

事業所会議の場において、業務の

効率化・職員の負担軽減・根拠あ

る認知症ケアについて、導入前と

導入後を比較し効果検証を行う。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

【効果検証の結果に基づいた業務

改善の取組検討(実績報告から3

年目までの取組)】

効果検証の結果に基づいた業務改

善の取り組みを検討し、日中の活

動や入眠状況の数値の変化をみな

がら根拠のある認知症ケアを推進

していく。

§武三窯§



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

社会福祉法人さくら福祉会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

特別養護老人ホームさくらホーム天童【事業所番号:0671印10Ⅱ】

介護福祉施設サービス

[製品名]眠り SCAN

[導入時期]令和 5年1月 15日

[導入台数]80

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

購入リース(契約期間

施設環境としては、構造上、①ユニット入口から全居室入口に対す

る目視ができない。②ユニット同士が平行にレイアウトされている

ため、ユニット間での見守りが困難である。アンケートでは、構造

上、見守りのしづらさを少し感じる、おおいに感じると答えた職員

は、100%。眠り SCAN導入により、精神的なストレスが少し軽減、

あるいは軽減されると答えた職員は、100%となった。以上の結果

と上記の①~②から、 8ユニット80床に対し、 80台の導入は妥当

であり、導入することで、転倒やべッド転落事故の減少に寄与し、

職員の見守り業務の負担軽減に大幅に貢献し、働きやすい職場づく

りの推進につながり、職員の定着につながると老えられる。

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

疋員数

年

80 名

0導入後(翌年) 1年目

見守り業務の負担軽減と転倒・ベッド転落事故ゼロ

(眠り SCAN 80 台導入)

02年目

見守り業務の負担軽減と転倒・ベッド転落事故ゼロ

03年目

見守り業務の負担軽減と転倒・ベッド転落事故ゼロ

月~ 年

期待される効果等

月)

0導入後(翌年) 1年目

ベッド上のご利用者様の起き上がり・離床が検知されると、タブレ

ツトで状態が瞬時にわかるため、より適切な介助の対応が可能とな

る。また、事故を防ぐためのヒヤリハットをデータで検証でき、事

故ゼロが期待できる。困難な見守りからくるストレスの軽減が期待

できる。

02年目

困難な見守りからくるストレスの軽減により、より心に余裕を持っ

た介助ができょうになり、職員のモチベーションが上がる。

03年目

眠りSCANの運用にも慣れ、ご利用者様のADLに合わせた事故リ

スクマネジメントが可能になり、事故ゼロが期待できる。

台



効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

3 事業・導入スケジュール

眠り SCAN 導入後、介護職員へのアンケートを実施。見守り業務

の軽減効果(訪室への時間等)、転倒事故への怖れからくる日々の

心理的ストレス軽減効果などについて、聞き取りをし、記録にまと

める。

期問(予定)

令和 4年8月1日~

令和 4年8月20日

施設長、介護係長、ユニット

リーダーを中心に、見守り業

務の状況分析・問題点の洗い

出しを実施し、機種選定・導

入計画の検討。導入担当者・

チーム体制整備(導入・活

用・効果検証の各担当者)の

選定、実際に機器を使用する

者(介護職員等)の意見聴取

を実施。結果を事業計画書に

反映。

内

令和 5年1月15日

~令和 5年1月31日

令和 5年2月1日

~令和 5年2月15日

令和 5年2月15日

~令和 5年2月28日

経費概要

機器導入。開発メーカーから

の取扱い説明及び職員の習熟

及び教育・研修計画(マニュ

アル整備等)を実施。

令和 6年2月15日

~令和 6年2月28日

導入によるケア方法(見守り

業1制の見直しを予定。

備考

令和 7年2月15日

~令和 7年2月28日

施設長ほか

1ケ月後での効果検証のため

のアンケートを実施。

実績報告。(1年目)

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(2年目)

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(3年目)

機器設置者

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

容



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

社会福祉法人さくら福祉会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

短期入所生活介護事業所さくらホーム天童

【事業所番号:0671印1094 】

短期入所生活介護事業所

{製品名]眠り SCAN

1導入時期]令和 5年1月 15日

[導入台数]20台

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

く亟1^リース(契約期問
施設環境としては、構造上、①ユニット入口から全居室入口に対す

る目視ができない。②ユニット同士が平行にレイアウトされている

ため、ユニット問での見守りが困難である。アンケートでは、構造

上、見守りのしづらさを少し感じる、おおいに感じると答えた職員

は、100%。眠り SCAN導入により、精神的なストレスが少し軽減、

あるいは軽減されると答えた職員は、 100%となった。以上の結果

と上記の①~②から、 2ユニット20床に対し、 20台の導入は妥当

であり、導入することで、転倒やべッド転落事故の減少に寄与し、

職員の見守り業務の負担軽減に大幅に貢献し、働きやすい職場づく

りの推進につながり、職員の定着につながると老えられる。

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

定員数

年

20 名

0導入後(翌年) 1年目

見守り業務の負担軽減と転倒・ベッド転落事故ゼロ

印民り SCAN20 台導入)

02年目

見守り業務の負担軽減と転倒・ベッド転落事故ゼロ

03年目

見守り業務の負担軽減と転倒・ベッド転落事故ゼロ

月~ 年

期待される効果等

月)

0導入後(翌年) 1年目

ベッド上のご利用者様の起き上がり・離床が検知されると、タブレ

ツトで状態が瞬時にわかるため、より適切な介助の対応が可能とな

る。また、事故を防ぐためのヒヤリハットをデータで検証でき、事

故ゼロが期待できる。困難な見守りからくるストレスの軽減が期待

できる。

02年目

困難な見守りからくるストレスの軽減により、より心に余裕を持っ

た介助ができょうになり、職員のモチベーションが上がる。

03年目

眠りSCANの運用にも慣れ、ご利用者様のADLに合わせた事故リ

スクマネジメントが可能になり、事故ゼロが期待できる。



効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

3 事業・導入スケジュール

眠り SCAN 導入後、介護職員へのアンケートを実施。見守り業務

の軽減効果(訪室への時間等)、転倒事故への怖れからくる日々の

心理的ストレス軽減効果などについて、聞き取りをし、記録にまと

める。

期問(予定)

令和 4年8 河 1日~

令和4年8月20日

施設長、介護係長、ユニット

リーダーを中心に、見守り業

務の状況分析・問題点の洗い

出しを実施し、機種選定・導

入計画の検討。導入担当者・

チーム体制整備(導入・活

用・効果検証の各担当者)の

選定、実際に機器を使用する

者(介護職員等)の意見聴取

を実施。結果を事業計画書に

反映。

内

令和 5年1月15日

~令和 5年1月31日

令和5年2月1日

~令和 5年2月15日

令和 5年2月15日

~令和 5年2月28日

経費概要

機器導入。開発メーカーから

の取扱い説明及び職員の習熟

及び教育・研修計画(マニュ

アル整備等)を実施。

令和 6年2月15日

~令和 6年2月28日

導入によるケア方法(見守り

業務)の見直しを予定。

備老

令和 7年2月15日

~令和 7年2月28日

施設長ほか

1ケ月後での効果検証のため

のアンケートを実施。

実績報告。(1年目)

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(2年目)

効果検証のアンケート結果に

基づいた業務改善の取組検

討。(3年目)

機器設置者

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

施設長ほか

容



2 補助事業計画書

事

事

介護サービスの種類

業

業

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

者

所

名

導入時期及び台数

名

社会福祉法人羽黒百寿会

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

特別養護老人ホームかみじ荘

介護老人福祉施設

[製品名]

・自立支援型見守りロホ、ツト A.1.viewlife 仂メラセンサー、生体センサ→

・バイル端末(富士通 arrows BZ02)

※設定料及び関連工事費含む

[導入時期]令和 4年12月1日

[導入台数]1R センサーユニット(生体センサー含むり 5 台、スマートフォシ15 台

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

く匝1^・・リース(契約期問

【事業所番号:0673000器7】

・現在、職員2名で夜勤を行っている。各棟の職員が連携し業務にあ

たっているが、 2か所以上で同時にナースコール着信があった際、優先する

順番の判断が難しく、判断がつかず結果として、入所者の転倒や事故

につながっている。

・必要台数は、これまでの事故報告及び入所者の状況を考慮すると、

両棟合わせて IRセンサーユニット及び生体センサーユニット5 台ずつ導入が妥当と吉

える。併せてスマートフォンをシフト勤務職員数も老慮し 15 台導入することで、

入所者に対する安全性の向上を目指したい。ただし、必要があれば台

数増も検討していく。

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

定員数 50 名

年

0導入後(翌年) 1年目

・導入機器の使用方法について介護現場の職員全員が熟知し、入所者

に対する安全性を向上させる。

02年目

・導入したことで得られた安全性の向上結果を検証しながら、いかに

入所者の為に活かしていくかを検討し、サービスの質も向上させる。

03年目

・導入機器の活用方法について職員一人一人が思案し開発すること

で、さらなる安全性及びサービスの質の向上を図っていく。

月~

期待される効果等

年 月)

0導入後(翌年) 1年目

・夜間の入所者の転倒等の事故の減少

・カメラによる様子の把握により、訪室回数を削減することでの夜勤

担当職員の負担軽減

02年目

・導入機器の使用方法を熟知することで、複数同時にナースコールが

あった際の状況を把握できることで、夜勤担当職員の負担の軽減

03年目

・夜勤担当職員の負担軽減による、離職者の低減及び入所者への安全

性・サービスの質の向上

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

・導入前後の夜間の転倒等の事故帳告及びヒヤリハット件数を比較す

ることで、効果を検証する。介護現場の職員に、導入機器に対する満

足度等についてアンケートを用いて調査する。



3 事業・導入スケジュール

期間(予定)

令和 4年4月1日~

令和 4年6月30日

・社会福祉法人羽黒百寿会総務部総務課長

鱸(スズキ)を中心に特別養護老人ホームかみ

じ荘(以下「特養」という。)の運営を担う

入所介護部入所介護部長寒河江、入所課長

今井、特養課長菅原、総務部事務係長山口

が、特養における介護ロボット機器導入に向

けた検討を進める。

・介護現場で働く職員に対して、問題点や要

望(導入機器や環境等の希望)を聴取する。

内

令和 4年7月1日~

令和 4年9月30日

・現場職員からの要望に沿う機器を導入する

為、取引業者に相談の上、機種の選定・導入

時期及び環境の整備時期についての計画を

検討する。

・機種の選定については、実際に使用する職

員(介護士、看護師)からの意見も取り入れ

る。

・導入する機器を「自立支援型見守りロポット

A.1.viewli「e」とする。理由として、居室べ

ツドごとの見守りが可能で、機能も個人情報

に配慮されたフ゜ライバシイ呆護映像である為。

経費概要

令和 4年10月1日~

令和 5年1月31日

備老

・導入機器を実際に使用する職員に対する使

用方法についての研修計画を検討する。

・選定した介護ロボット機器の導入と必要と

なる環境整備の為の工事を施工する。

導入後~1年間

・介護ロボット機器を導入した効果の検証に

ついて、導入前後の夜問の事故報告の件数を

比較し、効果を検証するとともに、介護現場

の職員に対するアンケート形式での、導入機

器等に関する意見や満足度、介護記録に費や

す時間の増減等を把握し検証する。

・介護記録の為に時間外勤務した職員の時間

を導入前後で比較することで検証を進める。

導入後~

2年月・3年目

・前年1年間で得られた検証結果を基に、さ

らなる職場環境及び業務改善・職員の負担軽

減・入所者に対する安全性及びサービスの質

の向上を目指した取組を検討し、実施に結び

つける。

容



2 補助事業計画書

事

事

介護サ

業

業

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

者

所

ビスの種類

名

導入時期及び

名

社会福祉法人羽黒百寿会

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

ユニット型特別養護老人ホームかみじ荘【事業所番号:067070179田

介護老人福祉施設

[製品名]

・自立支援型見守りロホ、ツト A.1.viewlife (カメラセンサー、生体センサ→

・バイル端末(富士通 arrows BZ02)

※設定料及び関連工事費含む

[導入時期]令和 4年12月1日

[導入台数]1Rセンサーユニット(生体センサー含む) 5 台、スマートフォン10 台

数

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

くj亙1^)・リース(契約期間
・現在、職員2名で夜勤を行っている。棟間の距雜が遠い為、夜問は

両棟の職員問での連携はとることが困難である。2か所以上で同時に

ナースコール着信があった際、優先する順番の判断が難しく、判断がつかず

結果として、入居者の転倒や事故につながっている。

・必要台数は、これまでの事故報告及び入居者の状況を考慮すると、

両棟合わせてIRセンサーユニット及び生体センサーユニット5 台ずつ導入が妥当と考

える。併せてスマートフォンをシフト勤務職員数も老慮し 10 台導入することで、

入居者に対する安全性の向上を目指したい。ただし、必要があれば台

数増も検討していく。

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

定員数 30 名

年

0導入後(翌年) 1年目

・導入機器の使用方法について介護現場の職員全員が熟知し、入居者

に対する安全性を向上させる。

02年目

・導入したことで得られた安全性の向上結果を検証しながら、いかに

入居者の為に活かしていくかを検討し、サービスの質も向上させる。

03年目

・導入機器の活用方法について職員一人一人が思案し開発すること

で、さらなる安全性及びサービスの質の向上を図っていく。

月~

期待される効果等

年 月)

0導入後(翌年) 1年目

・夜問の入居者の転倒等の事故の減少

・カメラによる様子の把握により、訪室回数を削減することでの夜勤

担当職員の負担軽減

02年目

・導入機器の使用方法を熟知することで、複数同時にナースコールが

あった際の状況を把握できることで、夜勤担当職員の負担の軽減

03年目

・夜勤担当職員の負担軽減による、離職者の低減及び入居者への安全

性・サービスの質の向上

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

・導入前後の夜間の転倒等の事故報告及びヒヤリハット件数を比較す

ることで、効果を検証する。介護現場の職員に、導入機器に対する満

足度等についてアンケートを用いて調査する。

台



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

令和 4年4月1日~

令和 4年6月30日

・社会福祉法人羽黒百寿会総務部総務課長

鱸(スズキ)を中心にユニット型特別養護老人

ホームかみじ荘(以下「ユニット特養」とい

う。)の運営を担う入所介護部入所介護部長

寒河江、入所課長今井、ユニット主幹高橋、

総務部事務係長山口が、ユニット特養にお

ける介護ロボット機器導入に向けた検討を

進める。

・介護現場で働く職員に対して、問題点や要

望(導入機器や環境等の希望)を聴取する。

内

令和 4年7月1日~

令和 4年9月30日

・現場職員からの要望に沿う機器を導入する

為、取引業者に相談の上、機種の選定・導入

時期及び環境の整備時期についての計画を

検討する。

・機種の選定については、実際に使用する職

員(介護士、看護師)からの意見も取り入れ

る。

・導入する機器を「自立支援型見守りUポット

A.1.viewli「e」とする。理由として、居室べ

ツドごとの見守りが可能で、機能も個人情報

に配慮されたフ゜ライハ、シー保護映像である為。

経費概要

令和 4年10月1日~

令和 5年1月31日

備考

・導入機器を実際に使用する職員に対する使

用方法についての研修計画を検討する。

・選定した介護ロボット機器の導入と必要と

なる環境整備の為の工事を施工する。

導入後~1年問

・介護ロボット機器を導入した効果の検証に

ついて、導入前後の夜間の事故報告の件数を

比較し、効果を検証するとともに、介護現場

の職員に対するアンケート形式での、導入機

器等に関する意見や満足度、介護記録に費や

す時問の増減等を把握し検証する。

・介護記録の為に時間外勤務した職員の時問

を導入前後で比較することで検証を進める。

導入後~

2年月・3年月

・前年1年問で得られた検証結果を基に、さ

らなる職場環境及び業務改善・職員の負担軽

減・入居者に対する安全性及びサービスの質

の向上を目指した取組を検討し、実施に結び

つける。

容



2 補助事業計画書

事

事

介護サービスの種類

業

業

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

者

所

名

導入時期及び台数

名

社会福祉法人羽黒百寿会

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

短期入所生活介護事業所かみじ荘【事業所番号:067070152田

介護老人福祉施設

1製品名]

・自立支援型見守りロポット A.1.viewlife (カメラセンサー、生体センサ→

・バイル端末(富士通anows BZ02)

※設定料及び関連工事費含む

[導入時期]令和 4年12月1日

[導入台数]1Rセンサーユニット(生体センサー含む) 5 台、スマートフォン5 台

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

くj西1^・・リース(契約期間
・現在、職員 1名のみで夜勤を行っている。複数同時にナースコール着信が

あった際、優先する順番の判断が難しく、判断がつかず結果として、

入所者の転倒や事故につながっている。

・必要台数は、これまでの事故報告及び入所者の状況を老慮すると、

両棟合わせてIRセンサーユニット及び生体センサーユニット5 台ずつ導入が妥当と考

える。併せてスマートフォンをシフト勤務職員数も老慮し 5 台導入することで、

入所者に対する安全性の向上を目指したい。ただし、必要があれぱ台

数増も検討していく。

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

定員数 16 名

0導入後(翌年) 1年目

・導入機器の使用方法について介護現場の職員全員が熟知し、入所者

に対する安全性を向上させる。

02年目

・導入したことで得られた安全性の向上結果を検証しながら、いかに

入所者の為に活かしていくかを検討し、サービスの質も向上させる。

03年目

・導入機器の活用方法について職員一人一人が思案し開発すること

で、さらなる安全性及びサービスの質の向上を図っていく。

年 月~

期待される効果等

年

0導入後(翌年) 1年目

・夜問の入所者の転倒等の事故の減少

・カメラによる様子の把握により、訪室回数を削減することでの夜勤

担当職員の負担軽減

02年目

・導入機器の使用方法を熟知することで、複数同時にナースコールが

あった際の状況を把握できることで、夜勤担当職員の負担の軽減

03年目

・夜勤担当職員の負担軽減による、籬職者の低減及び入所者への安全

性・サービスの質の向上

月)

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

・導入前後の夜闇の転倒等の事故報告及びヒヤリハット件数を比較す

ることで、効果を検証する。介護現場の職員に、導入機器に対する満

足度等についてアンケートを用いて調査する。



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

令和 4年4月1日~

令和 4年6月30日

・社会福祉法人羽黒百寿会総務部総務課長

鱸(スズキ)を中心に短期入所生活介護事業所

かみじ荘(以下「短期入所」という。)の運

営を担う入所介護部入所介護部長小林、入

所課長今井、特養課長菅原、総務部事務係

長山口が、短期入所における介護ロボット

機器導入に向けた検討を進める。

・介護現場で働く職員に対して、問題点や要

望(導入機器や環境等の希望)を聴取する。

内 容

令和 4年7月1日~

令和 4年9月30日

・現場職員からの要望に沿う機器を導入する

為、取引業者に相談の上、機種の選定・導入

時期及び環境の整備時期についての計画を

検討する。

・機種の選定については、実際に使用する職

員(介護士、看護師)からの意見も取り入れ

る 0

・導入する機器を「自立支援型見守りロポット

A.1.viewli「e」とする。理由として、居室べ

ツドごとの見守りが可能で、機能も個人情報

に配慮されたプライバシー保護映像である為。

経費概要

令和 4年10月1日~

令和 5年1月31日

・前年1年間で得られた検証結果を基に、さ

らなる職場環境及び業務改善・職員の負担軽

減・入所者に対する安全性及びサービスの質

の向上を目指した取組を検討し、実施に結び

つける。

備考

・導入機器を実際に使用する職員に対する使

用方法についての研修計画を検討する。

・選定した介護ロボット機器の導入と必要と

なる環境整備の為の工事を施工する。

導入後~1年問

・介護ロボット機器を導入した効果の検証に

ついて、導入前後の夜間の事故報告の件数を

比較し、効果を検証するとともに、介護現場

の職員に対するアンケート形式での、導入機

器等に関する意見や満足度、介護記録に費や

す時問の増減等を把握し検証する。

・介護記録の為に時間外勤務した職員の時間

を導入前後で比較することで検証を進める。

導入後~

2年目・3年月



2 補助事業計画書

事

事

介護サ

業

業

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

者

所

ビスの種類

名

導入時期及び

名

社会福祉法人羽黒百寿会

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

ユニット型短期入所生活介護事業所かみじ荘【事業所番号:0670701認1】

介護老人福祉施設

[製品名]

・自立支援型見守りロボットA.1.viewlife 仂メラセンサー、生体センサ→

・バイル端末(富士通 arrows BZ02)

※設定料及び関連工事費含む

[導入時期]令和 4年12月1日

[導入台数]1Rセンサーユニット(生体センサー含む) 5 台、スマートフォン5 台

数

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

くj匝1^、・リース(契約期問
・現在、職員 1名で夜勤を行っている。複数同時にナースコール着信があっ

た際、優先する順番の判断が難しく、判断がつかず結果として、入居

者の転倒や事故につながっている。

・必要台数は、これまでの事故報告及び入居者の状況を老慮すると、

両棟合わせて IRセンサーユニット及び生体センサーユニット5 台ずつ導入が妥当と老

える。併せてスマートフォンをシフト勤務職員数も考慮し 5 台導入することで、

入居者に対する安全性の向上を目指したい。ただし、必要があれば台

数増も検討していく。

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

定員数 10 名

0導入後(翌年) 1年目

・導入機器の使用方法について介護現場の職員全員が熟知し、入居者

に対する安全性を向上させる。

02年目

・導入したことで得られた安全性の向上結果を検証しながら、いかに

入居者の為に活かしていくかを検討し、サービスの質も向上させる。

03年目

・導入機器の活用方法について職員一人一人が思案し開発すること

で、さらなる安全性及びサービスの質の向上を図っていく。

年 月~

期待される効果等

年

0導入後(翌年) 1年目

・夜間の入居者の転倒等の事故の減少

・カメラによる様子の把握により、訪室回数を削減することでの夜勤

担当職員の負担軽減

02年目

・導入機器の使用方法を熟知することで、複数同時にナースコールが

あった際の状況を把握できることで、夜勤担当職員の負担の軽減

03年目

・夜勤担当職員の負担軽減による、離職者の低減及び入居者への安全

性・サービスの質の向上

月)

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

・導入前後の夜問の転倒等の事故帳告及びヒヤリハット件数を比較す

ることで、効果を検証する。介護現場の職員に、導入機器に対する満

足度等についてアンケートを用いて調査する。

台



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

令和 4年4月1日~

令和 4年6月30日

・社会福祉法人羽黒百寿会総務部総務課長

鱸(スズキ)を中心にユニット型短期入所生活

介護事業所かみじ荘(以下「ユニット短期」

という。)の運営を担う入所介護部入所介護

部長小林、入所課長今井、ユニット課長伊

藤、総務部事務係長山口が、ユニット短期

における介護ロボット機器導入に向けた検

討を進める。

・介護現場で働く職員に対して、問題点や要

望(導入機器や環境等の希望)を聴取する。

内

令和4年7月1日~

令和 4年9月30日

・現場職員からの要望に沿う機器を導入する

為、取引業者に相談の上、機種の選定・導入

時期及び環境の整備時期についての計画を

検討する。

・機種の選定については、実際に使用する職

員(介護士、看護師)からの意見も取り入れ

る。

・導入する機器を「自立支援型見守りロホ、ツト

A.1.viewli「e」とする。理由として、居室べ

ツドごとの見守りが可能で、機能も個人情報

に配慮されたプライバシー保護映像である為。

経費概要

令和 4年10月1日~

令和 5年1月31日

備老

・導入機器を実際に使用する職員に対する使

用方法についての研修計画を検討する。

・選定した介護ロボット機器の導入と必要と

なる環境整備の為の工事を施工する。

導入後~1年間

・介護ロボット機器を導入した効果の検証に

ついて、導入前後の夜間の事故報告の件数を

比較し、効果を検証するとともに、介護現場

の職員に対するアンケート形式での、導入機

器等に関する意見や満足度、介護記録に費や

す時間の増減等を把握し検証する。

・介護記録の為に時間外勤務した職員の時間

を導入前後で比較することで検証を進める。

導入後~

2年月・ 3年月

・前年1年間で得られた検証結果を基に、さ

らなる職場環境及び業務改善・職員の負担軽

減・入居者に対する安全性及びサービスの質

の向上を目指した取組を検討し、実施に結び

つける。

容



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

所

名

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

ビスの種類

社会福祉法人一幸会

名

導入時期及び台数

介護老人福祉施設池幸園

介護老人福祉施設

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

[製品名]

パラマウントベッド 3モーター電動べッドエスパシア

(KA・N15711R離床キャッチ付き、樹脂ボード)

ナース=ーノレ中継ユニット NU・1

ユニティーネットワークインターフェースボックス

(ナースニーノレへ連動させるために必要)

[導入時期]令和5年3月頃 1導入台数】各80台

超》 リース(契約期間

【事業所番号:0670700392】

【現在の問題点】

従来の見守りセンサーは配線が多く引っかけての事故や故障、電源

スイッチの入れ忘れ、センサー機器の取り付け位置の検討が必要など

の種々の問題があったが、ベッドに見守りセンサー内蔵となる事でこ

れらの問題が軽減される可能性が高い。

見守りのセンサーの多くは経年劣化してきており、頻繁に修理が必

要となっている。これまで見守りセンサーを修理に出す際は、センサ

ーを使用できない期間が生じ、事故発生のりスクが上がることから、

頻回な訪室を必要とすることもあり、職員の移動の身体的、また事故

への心理的負担が一時的に増大するととがあった。今回べッド内蔵の

センサーを導入することでメーカー側より単体のセンサーよりもべ

ツド内蔵とすることで耐久性が上がり、見込まれる修理頻度は軽減す

ると見解を頂いている。

利用者の心身状況により必要な見守りセンサーの台数は増減し、不

足することも度々あった。見守りセンサーの台数が充足することは職

員の心身の負担軽減にもつながり、職員の負担軽減は利用者へのサー

ビスの質の向上へもつながる好循環が生まれると予測される。

従来の単体のセンサーは寝返り等で誤報も多かったがべッド内臓

センサーは精度の面でも改善が見込まれている。

【導入台数の妥当性】

全台にセンサーを内蔵することで、必要な方へのべッド移動等の手

間が省け、操作りモコンが統一されるため、職員の機器に対する噴れ

が早くなること、混乱が少なく済むことが想定される。

また見守りセンサー不足の可能性が大幅に減ることは、職員の心身

負担の軽減にも大きく貢献する。

【職員と導入意義の共有】

毎日べッド操作等を行なっている職員から不具合の連絡を度々受

けており、修理の種類によっては都度対応が難しいことがあり、ベッ

ドの使用に関して不安を持ったまま対応している現状がある。そのた

めべッドの入れ替えは職員からも要望があり、利用者の安全のために

も入れ替えが必要と共有認識を持っている。

またセンサー内臓における耐久性の向上や配線の数、距離を減らせ

ること、見守りセンサーが不足することへの負担が軽減す、る可能性が

あることも導入の意義として共有している。

定員数 80名

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

年 月~ 年 月)



機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

ベッドの操作に慣れる。

02年目

異動、新入職員に対し、操作方法の説明ができる。

期待される効果等

03年目

ベッド内蔵センサーを利用者に合わせ設定ができる。

0導入後(翌年) 1年目

センサーがべッド内蔵のため単体センサーのような必要な場所への

移設の手間が省ける。

ベッド内蔵センサーで耐久性、精度が向上することで職員の負担軽

減、利用者のサービスの質の向上が見込まれる。

02年目

1年目の効果の継続が見込まれる。

03年目

1~2年目の効果の継続が見込まれる。

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

3 事業・導入スケジューノレ

期間(予定)

機器移設、配線、配置、電源スイッチの入り切り問題等の間接負担の

軽減(物理的に確実にこの効果は見込まれる)

センサーと発生事故の関連性が認められる事例の導入前後の比較を

実施する。

現在

~4年12月31日

問題点の洗い出し、導入機種、導入

担当者決定済

機器導入後

~8年3月31日

内

法人理事会にて導入業者選定方法

と入札執行申請

導入業者選定の入札執行

機器導入

使用方法の説明、周知

ベッド内蔵センサーを活用する利

用者の選定

容

※スケジューノレ作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

導入前後のセンサーが関連する事

故の比較を実施する。

(事故防止及び身体拘束委員会協

力にて)

ベッド修理に係る費用の検証

経費概要

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す

る者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計

画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの取組)

見守り機器導入

備考

補助金交付

決定後より



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び

名

株式会社タイヨウ

ソーレホーム天童【事業所番号:0671600詑田

短期入所生活介護事業所

[製品名]

眠り SCAN eye

[導入時期]令和4年12月1日

[導入台数]眠り SCAN eye(5 台)
数

購入・ リース(契約期問

入居者の中には認知症等で不穏要素がある入居者もいらっしゃ

います。日中はスタッフも多いので、目が届くのですが夜間帯に関

しては、お客様の居室内に入ってケアを行っていると注視すべき入

居者にも目が届きにくい状況です。その様な利用者には就寝時「眠

り SCAN 眠り SCANeye」で対応していいます。当施設で「平成

29年度福工連携による安心介護モデル創出事業費補助金」を使い

「眠りSCAN」を導入させて頂きました。導入した施設のスタッフ

からは「眠りSCAN 無しでは不安になる。」との声も上がっていま

す。特に夜問時のスタッフの負担軽減力所寉認されております。導入

後はスタッフからの希望があり、少しずつの増台を重ねて現在は全

床に設置となりました。数年前に 5 台「眠り SCAN eye」を導入

疋員数

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

年

27 名

し

月~

ましたがスタッフからは「不用意な訪室の階数が減った。」とか「夜

勤時に不穏要素のある利用者さんの室内での状況が分かり安心」等

の声が上がっており、「眠りSCANeye」の更なる増台の希望が上

がっております。

昨今、県内でもコロナウイルスの感染者も増えており弊社グルー

プの他施設でも入居者の感染も確認されております。以前は感染し

たら入院という流れでしたが、現在は施設での療養という事のよう

です。その際、スタッフの心身的な負担は計り知れないものです。

今回阿民りSCANeye」を導入できれぱ、万が一当施設でも利用者

に感染者が発生した場合殉民りSCAN、眠りSCANeye」を併用す

れば感染者との不用意な接触も避けられて、スタッフの負担も軽減

され感染拡大のりスクも軽減されるのかと思います。

年 月)
ースの

※該当する方に0を記入

入又は

台

号購 1 j



機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

年度毎に数回、スタッフへのアンケート等のデータを取り、常に

状況を検証する。また弊社は「眠りSCAN」を使用している施設も

多いため、ユーザー施設が集まり定期的に社内勉強会を行っていま

す。そこへの参加も行いながら導入の有効性を検証していきたい。

また、当施設は弊社グループ施設の中でも先立って「眠りSCAN」

を導入させて頂き、スタッフの円民りSCAN」使用に関して熟練度

が増してきているようです。データを利用しての健康管理やケアの

質の向上にも成果が見られ、社内の「研究発表会」と言う場の中で

も岡民りSCAN、眠りSCANeye」を使った題材で研究を進めてお

り、導入前の予想以上の成果が見られております。



3 事業・導入スケジュール

期間(予定)

2017年11月~

2020年10月1日~

2020年12月1日

「平成29年度福工連携による安心

介護モデル創出事業費補助金」を使

用して殉民り SCAN」導入。 a 4台)

2018年5月1日~

2022年8月1日

内

弊社グループ内施設、「眠りSCAN」

ユーザー施設の勉強会(情報交換会)

発足。

2021年1月1日~

殉民り SCAN eye」の導入(5 台)

2022年8月1日
ノ.、"゛

2022年8月29日

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当者・チーム

体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する者(介護職員等)の意

見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計画(マニュアル整備等)、キ導入によ

るケア方法の見直し予定、ク効果検証の実施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検

討(実績報告から3年目までの取%川

殉民り SCAN」の増台。 3~ 5台程

度を数回にわたって購入。現在は全

床設置済み。

経費概要

2022年12月1日~

スタッフから「眠り SCAN eye」の

増台の要望

2023年1月1日~

2026年3月31日

補助金事前協議書の作成、提出。

2022年12月1日

備考

ノ'、ψ

交付決定後、すぐに発注。(予定)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

スタッフヘアンケート調査(予定)

田民り SCAN」勉強会への参加。(予

定X以前導入している眠りSCAN ユ

ーザー施設が集まり、運用方法と情

報交換会を定期的に行っているの

で、その勉強会に参加)

容



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

2021年4月1日~

2021年10月1日
ノ.、ー゛

2021年10月1日

夜勤時不穏要素のある入居者

対応の問題検証。

2021年6月1日

内

ー'、.ノ

見守りロボットの検討開始と

機種選定。

2021年6月15日

2021年6月20日

社内他施設で使用している「眠

り SCAN」の見学と

説明会。

2022年8月1日
ノ.、ー゛

2022年8月29日

阿民り SCAN」デモ機を借り

て試験利用。

経費概要

2022年12月1日

スタッフへ聞き取りして機種

決定。「眠り SCAN」

参吉見積を取る。

ノ^

2023年1月1日
ノ、、"'

2026年3月31日

補助金事前協議書の作成、提

出。

2023年1月1日

備老

ノ'、ノ

交付決定後、すぐに発注。(予

定)

スタッフヘアンケート調査(予

定)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

「眠りSCAN」勉強会への参

加。(予定)

(以前導入している眠りSCAN

ユーザー施設が集まり、

運用方法と情報交換会を定期

的に行っているので、

その勉強会に参力の

ーーーーー

容



2 補助事業計画書

事

事

業

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

名

株式会社タイヨウ

ソーレ江俣【事業所番号:067010139田

短期入所生活介護事業所

[製品名]

眠り SCANeye、 PC ThinkcentreM70S

{導入時期]令和4年12月1日

[導入台数]眠り SCAN eyea 台)、 PC(1台)

購入・ リース(契約期問

入居者の中には認知症等で不穏要素がある入居者もいらっしゃ

います。日中はスタッフも多いので、目が届くのですが夜問帯に関

しては、お客様の居室内に入ってケアを行っていると注視すべき入

居者にも目が届きにくい状況です。その様な利用者には就寝時喰民

りSCAN」で対応しているが岡民りSCANeye」を導入できれぱ室

内の状況も事前に分かり、訪室の必要性の判断も出来、不要な接触

も避けられ、スタッフの負担も軽減されます。また、当施設で「平

成29年度福工連携による安心介護モデル創出事業費補助金」を使

い「眠りSCAN」を導入させて頂きました。現在スタッフからは喰民

りSCAN 無しでは不安になる。」との声も上がっています。特に夜

勤のスタッフの負担軽減が確認されております。導入後はスタッフ

からの希望があり、少しずつの増台を重ねて現在は全床に設置とな

りました。今回、弊社他施設で導入している喰民りSCANeye」の

使用状況と有効性をみて当施設スタッフからも用民りSCANeyej

導入希望の声も上がっており、先ずは導入のきっかけとして今回 1

台導入していきたいと思います。今後は使用頻度とスタッフの慣れ

に伴い、増台も検討しています。

昨今、県内でもコロナウイルスの感染者も増えており弊社グルー

プの他施設でも入居者の感染も確認されております。以前は感染し

たら入院という流れでしたが、現在は施設での療養という事のよう

です。その際、スタッフの心身的な負担は計り知れないものです。

今回川民りSCANeye」を導入して、万が・一当施設でも入居者に感

染者が発生した場合喰民りSCAN、眠りSCANeye」を併用すれは

感染者との不用意な接触も避けられて、スタッフの負担も軽減され

感染拡大のりスクも軽減されるのかと思います。

また、現在殉民り SCAN」の運用をノート PC で行っているが、

台数も増えているためにPC の容量やスペックに問題があり、度々

エラーを起しております。今回殉民り SCAN eye」導入でノート

PCでは容量とスペックに問題があり、現在使用しているノートPC

より高スペックで容量の大きなものに入替していきたい。

疋員数

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

年

15 名

月~ 年 月)

介護サ

ースの呂

※該当する方に0

購入又は1 1

入

J



機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

年度毎に数回、スタッフへのアンケート等のデータを取り、常に状

況を検証する。また弊社は「眠りSCAN」を使用している施設も多い

ため、ユーザー施設が集まり定期的に社内勉強会を行っています。そ

こへの参加も行いながら導入の有刻1性を検証していきたい。

また、先に導入している施設から使用方法の指導、データの分析の

仕方など導入施設のスタッフへ運用方法の評価等を行っていきたい。



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

2017年11月~

2020年10月1日~

2020年12月1日~

2022年8月1日

「平成29年度福工連携による安心

介護モデル創出事業費補助金」を使

用して「眠り SCAN」導入。(1 4 台)

2019年6月1日

内

弊社グループ内施設、殉民りSCANJ

ユーザー施設の勉強会(情報交換会)

発足。

2019年6月20日~

岡民り SCAN」の増台。 3~ 5台程

度を数回にわたって購入。現在は全

床設置済み。

2022年8月1日
ノ^

2022年8月29日

岡民り SCANeye」デモ機を借りて

試験利用。

経費概要

2022年12月1日~

スタッフへ聞き取りして機種決定。

殉民り SCANeye」参老見積を取る。

2023年1月1日~

2026年3月31日

補助金事前協議書の作成、提出。

2022年12月1日

備考

ノ.、ー゛

交付決定後、すぐに発注。(予定)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

スタッフヘアンケート調査(予定)

m民り SCAN」勉強会への参加。(予

定X以前導入している眠りSCAN ユ

ーザー施設が集まり、運用方法と情

報交換会を定期的に行っているの

で、その勉強会に参力の

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当者・チーム

体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する者(介護職員等)の意

見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育哘刑彦計画(マニュアル整備等)、キ導入によ

るケア方法の見直し予定、ク効果検証の実施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検

討(実績穀告から3年目までの取ネ島

容



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人歓友会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

小規模特別養護老人ホーム東部の郷

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

[製品名]

パラマウントベッドエスパシアシリーズ

離床CATCH

[導入時期]令和4年12月日[導入台数]3台

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

N直1^・リース(契約期間

現在は赤外線のセンサーにて、転伊」・転落事故に対する対策を行って

いるが、センサーを設置する位置を老慮しないと誤報と不検知が起き

てしまい、職員の負担となるケースが見られる。3ユニットあるので、

各ユニットに 1 台ずつべッド内蔵荷重センサーを導入することで安

全性の向上が期待でき、ベッド1台で利用者の状態に合わせて様々な

検知が可能になること、通知したいタイミングに合わせて設定が可能

になり、職員の負担の軽減が図れると判断しました。

【事業所番号:0690100誌7】

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年闇、年度

毎)

定員数

0導入後(翌年) 1年目

ベッドより転倒・転落する可能性の高い利用者に使用する。利用者の

起き上がりや離床を正しく検知する事で、事故のりスクが減少する。

02年目

介護ロボット導入に伴う職員研修やマニュアル作成によって、機器操

作に習熟できるよう環境を整える。

03年目

使用する事により、事故りスクの軽減や職員の介護負担の軽減に繋が

り、介護サービスの質の向上を図る。

2 9 名

年 月~

期待される効果等

年

0導入後(翌年) 1年目

センサーにより利用者の行動を把握する事によって、転倒・転落等の

リスクを事前に発見し軽減する事ができる。

02年目

利用者が安心・安全に生活できる環境が整えられる。

月)

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

03年目

職員の負担を軽減させる事によって、職場環境の改善ができる。

使用する利用者に関しては、毎月の月末評価(モニタリング)で評価

する。



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

R4年

J■、^

R4年

4月

年

i'^

月

5月

日

年

R4年

i'^

日

月

赤外線センサーで対応しているが、設置

する位置を老慮しないと誤報と不検知が

起きてしまい、職員の負担となっている。

日

5月

年

R4年

内

日

i'^

月

3ユニットあるので、各ユニットに 1台ずつ

ベッド内蔵荷重センサーを導入する事で安全

性の向上が期待できるのではないかと検討。

日

6月

R4年7月

~R4年7月

年

日

月

ベッド1台で様々な検知と、通知したいタイ

ミングに合わせて設定が可能になり職員の介

護負担の軽減が図れる機種の選定の実施。

日

R4年

日

一■、』一

8日

1 9日

相談員・ユニットリーダー・PT を

中心としてチーム体制を整備する。

8月

R4年12月

~年月

年

経費概要

月

デモ機をレンタル。利用者と職員に

実際に使用してもらい、良い点・

い点を評価し意見聴取する。

日

R5年

i'、^

日

補助金申請。

R5年

年

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す

る者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育哘刑彦計

画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの取組)

1月

月

備老

i'^

パラマウントベッドエスパシア

シリーズ籬床CATCH 導入

年

日

1月

月

事業所内で介護ロボットに係

る職員研修の計画と実施。

年

~R8年1

事故りスクの軽減や職員の介護負担の軽減に

繋がり、介護サービスの質の向上を図る。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

毎月の月末評価(モニタリング)で

評価するため、必要に応じてケアの

見直しが期待できる。

月

2月

利用者が安心・安全に生活でき

る環境が整えられる。

日

容

山

日
日

日
日

日
日



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人天童福祉厚生会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

特別養護老人ホーム清幸園【事業所番号

介護福祉施設

[製品名]

ジーコムココヘルパNシステムソフトウェア用

マットセンサー・ベッドセンサー追力服苛入

[導入時期]令和5年1月[導入台数] 14台

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

煩長11)、・リース(契約期間

令和元年にジーコムココヘルパ N システムソフトウェアを導入し

ており、マットセンサー21台及びべッドセンサー27台を入所者の

居室移動に合わせて設定を変えながら使用している。居室の移動が

ある場合は、 w i・F 1の受信、居室名の設定等、その都度再設定が

必要で介護従事者の負担となっている。マットセンサー・ベッドセ

ンサーの台数を増やし、すぐ使用できる状態で保管し、入所者の見

守りの強化と介護従事者の負担軽減を図りたい。

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

067160020田

定員数

0導入後(翌年) 1年目

複数の介護従事者へ同時に情報共有することができる。

要介護者がべッドから離れようとしている状態又は離れたことを

検知し、介護従事者へ通報できる。

02年目

入所者に合ったものをすぐ使用でき介護従事者の負担軽減を図る

03年目

入所者に合ったものをすぐ使用でき介護従事者の負担軽減を図る

80

年 月~

期待される効果等

年

0導入後(翌年) 1年目

ヒヤリハットの減少、介護事故数の減少

02年目

ヒヤリハットの減少、介護事故数の減少

03年目

ヒヤリハットの減少、介護事故数の減少

月)

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

介護従事者の満足度

ヒヤリハット、介護事故数の減少



3 事業・導入スケジュール

期間(予定)

令和 4年12月1日

~令和 4年12月31日

令和 4年12月1日

~令和 4年12月31日

令和 4年12月1日

~令和 4年12月31日

業務の状況、問題点の洗い出し

令和 5年1月

内

導入・活用・効果検証の担当者の整備

介護従事者等の意見聴取

令和 5年1月

機種選定・導入計画の検討

令和5年3月1日

~令和 5年3月31日

機器導入

令和5年3月1日

~令和 5年3月31日

マニュアル整備

導入後のケア方法の見直し

経費概要

介護従事者の満足度調査

ヒヤリハット報告書、介護事故報告書

の分類集計

効果検証の結果に基づいた業務改善の

取組検討

令和 5年3月1日

~令和 5年3月31日

備老

ヒヤリハット報告書、介護事故報告書

の分類集計

効果検証の結果に基づいた業務改善の

取組検討

マットセンサー 8 台

ベッドセンサー6 台

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

ヒヤリハット報告書、介護事故帳告書

の分類集計

効果検証の結果に基づいた業務改善の

取組検討

活用

容

1のでま目年3ら力告報主
貝実(検糸耳の善改劣業オづ基

/
じ



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

特別養護老人ホームみずほの里

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

指定短期入所生活介護所みずほの里

【事業所番号:06713001761

短期入所生活介護

[製品名1 眠り SCAN及び管理用ノートパソコン

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

[導入時期]

購・リース(契約期間

・ショートステイを受け入れる際、利用者の.生活パターンがわかり

にくく、入所初期の転倒事故が発生しやすくなっている。このこと

で職員の新規利用者受け入れに対する精神的負担が大きくなって

いる。

・新規のビ利用者は、入眠状況が把握出来ていないため、不要な夜

問の巡視による訪室が発生し睡眠の妨げとなることがある。

・新規利用者や不安な行動が見られる利用者に眠り SCAN を使用

し、ナースコールとの併用で夜勤職員が管理できるのは5台と見込

んでいる。

令和4年12月15日 1導入台数玲台

機器を導入するととによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

定員数

年

20名

0導入後(翌年) 1年目

使用方法と機器の特徴を理解する

02年目

取得したデータで訪室パターンを見直す

睡眠状態を把握し日中の関わり方を分析する

03年目

改善した業務を振り返り、新たな改善点を見出す

月~

期待される効果等

年 月)

0導入後(翌年) 1年目

事故発生時の原因究明に活用ができ、転倒事故の減少が期待され

る。

02年目

データ収集により、ご利用者へのH中の関わり方が確立され、夜間

の睡眠の質の向上が見込まれる。

職員の不要な巡視が減少することで、身体的な負担も軽減される。

03年目

職員の身体的,精神的負担の軽減により、労働環境の改善が見込

まれる。



効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

3 事業・導入スケジュール

例)介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者(利

用者)の満足度、日々の活用状況が確認できる日誌等を用いるなど

他の介護サービス事業者等の参考となるべき内容等

・事故件数の比較

・職員のアンケート調査(訪室回数、精神的負担、身体的負担、利

用者様の状況等)

期間(予定)

¥、^

年

年

令和4年12月

月

月

日

令和5年1月

介護ロボット検討委員会

業務の状況分析・導入計画の

検討日

内

令和5年3月

発注゛内品・機器説明会(担

当者の決定)

容

令和5年3月末

運用開始

令和6年3月

使用職員アンケート実施

経費概要

令和6年3月末

職員アンケートの集計と検証

令和7年3月

使用職員アンケート実施

備考

令和7年3月末

職員アンケートの集計と検証

毎月一回実施

使用職員アンケート実施

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

職員アンケートの集計と検証

介護ロボット検討委員会にて

運用状況の確認と活用方法の

検討を行う



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人噐済生会支部山形県済生会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

特別養護老人ホーム山静寿

特別養護老人ホーム

[製品名]

眠り SCAN/NN、1認0 10台

モバイル端末/KX・Z817/arrows BZ02

1導入時期]令和5年2月導入予定

購入・リース(契約期問

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

【事業所番号:067010噐82】

・当施設はユニット型の特養であり、夜問 20 名の入居者様を 1名の

介護職員で対応しているが、夜間不穏になる入居者様が複数名おり、

対応に精神的・身体的な負担がかかっている。

眠りSCAN の導入により、入居者様のべッド上での状況データを活用

し、生活状況の可視化や入居者様一人ひとりの睡眠状況を把握する事

で、夜間時のケアを目が覚めているタイミングで提供を行う等、入居

者様ごとに日中、夜問に適したケアを行うとともに、データでの職員

間の情報共有を可能とする事で、入居者様の生活りズムの改善、職員

の負担軽減による労務環境の改善につなげていきたい。

7月にメーカーよりプレゼンと約2週問のデモを行い、介護職員のア

ンケートからも入居者様の生活りズムや夜間の睡眠状況を把握して

日中の対応に活かして夜間の良眠につなげ夜勤介護職員の負担を減

らしたいとのいとの要望があり、現状夜問不穏になる入居者様が円

人程いる事から10台の導入と眠りSCANからのりアルタイムでの状況

の通知をユニットのどこででも受信するためのモバイル端末5台(各

ユニット 1台)の導入を行いたい。

定員数

(Android 端末) 5 台

{導入台数]

年

100

月~

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

年

0導入後(翌年) 1年目

・見守り業務の負担軽減

・眠りSCAN導入べッド転倒・転落事故件数低減

・入居者様の生活りズムの改善

02年目

・見守り業務の負担軽減

・眠りSCAN導入べッド転倒・転落事故件数低減

・入居者様の生活りズムの改善

03年目

・見守り業務の負担軽減

・眠りSCAN導入べッド転倒・転落事故件数低減

・入居者様の生活りズムの改善

月)



0導入後(翌年) 1年目

・入居者様の生活りズムの確認、夜間の睡眠状況のデータの活用を行

い、日中・夜間のケアを見直す事で、入居者様の睡眠の質を向上させ

る効果が期待でき、介護職員への負担の軽減にもつながる

・眠りSCAN導入べッドの転倒・転落事故の防止

期待される効果等

02年目

・入居者様の生活りズムの確認、夜間の睡眠状況のデータの活用を行

い、日中・夜間のケアを見直す事で、入居者様の睡眠の質を向上させ

る効果が期待でき、介護職員への負担の軽減にもつながる

・眠りSCAN導入べッドの転倒・転落事故の防止

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

03年目

・入居者様の生活りズムの確認、夜間の睡眠状況のテータの活用を行

い、日中・夜間のケアを見直す事で、入居者様の睡眠の質を向上させ

る効果が期待でき、介護職員への負担の軽減にもつながる

・眠りSCAN導入べッドの転倒・転落事故の防止

3 事業・導入スケジュール

・眠りSCAN導入べッドの転倒・転落事故件数の調査

・介護職員への満足度調査(入所者様の生活りズムの改善、介護職員

の負担軽減の効果等)

期間(予定)

令和 4年6月27日~

令和 4年7月10日

令和4年7月

令和 4年8月

ア.夜間不穏な入居者様が増えて

おり、夜勤時の介護職員の負担とな

つている問題点及び改善の要望を

確認。

15日~

9日

内

令和 4年8月10日~

令和 4年8月17日

イ・エ.上記問題点改善の為、職員・

業者と検討やプレゼンテーション・デモ・職

員へのアンケートを行い、導入を決

定するとともに、見守り支援システ

ム(眠りSCAN)及びモバイル端

末を選定する。

令和 5年2月1日~

令和 5年2 見 28日

ウ.導入・活用・効果検証について

は主任介護職員・副主任介護職員を

中心に介護職員協同で行っていく。

経費概要

オ.令和 5年2月中に見守り支援シ

ステム(眠り SCAN) 10 台及びモ

バイル端末5台を整備予定。

備老

眠り SCAN I0台

モバイル端末5台

容



令和 5年2月1日~

令和 5年3月31日

令和 5年4月1日~

令和 6年3月31日

カ、メーカーより説明会の実施及び

操作マニュアルをもとに全介護職

員が適正な操作方法・運用方法を習

熟する。

キ.導入による入居者様の生活状況

のデータを分析し、入居者様のケア

の方法の検討・実施。

導入した見守り支援システム(眠り

SCAN)及びモバイル端末の運用

キ.導入による入居者様の生活状況

のデータを分析し、入居者様のケア

の方法の検討・実施。

ク.令和5年度の介護職員満足度調

査及び転倒・転落事故件数調査の実

施。

ケ.介護職員満足度調査及び転伊1・

転落事故件数調査による入居者様

の生活改善状況・介護職員の負担軽

減状況、転倒・転落事故件数を確認

し、今年度の課題の抽出、改善方法

を検討・実施。

令和 6年4月1日~

令和 7年3月31日

導入した見守り支援システム(眠り

SCAN)及びモバイル端末の運用

キ.導入による入居者様の生活状況

のデータを分析し、入居者様のケア

の方法の検討・実施。

ク.令和6年度の介護職員満足度調

査及び転倒・転落事故件数調査の実

施。

ケ.介護職員満足度調査及び転倒・

転落事故件数調査による入居者様

の生活改善状況・介護職員の負担軽

減状況、転倒・転落事故件数を確認

し、今年度の課題の抽出、改善方法

を検討・実施。

令和7年4月1日~

令和 8年3月31日

導入した見守り支援システム(眠り

SCAN)及びモバイル端末の運用

キ.導入による入居者様の生活状況

のデータを分析し、入居者様のケア

の方法の検討・実施。

ク.令和7年度の介護職員満足度調

査及び転倒・転落事故件数調査の実



施。

ケ.介護職員満足度調査及び転伊」・

転落事故件数調査による入居者様

の生活改善状況・介護職員の負担軽

減状況、転倒・転落事故件数を確認

し、今年度の課題の抽出、改善方法

を検討・実施。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

t1三武§武1



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人河北福祉会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

特別養護老人ホーム眺葉園【事業0672300605 】

介護老人福祉施設

[製品名]

ベッドセンサーシステムベーシック

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

[導入時期]

2022年6月に、センサーのデモを実施し、ベッド下に設置するセン

サーの為、利用者がセンサーを避けてしまうなどのりスクがなくなり

当施設での有効活用ができると職員と共有した。

令和

. リース(契約期問

4年12月

現在、夜勤時2名の職員が如名の利用者を対応しており夜問を含め

転倒事故 11件、ヒヤリハット4件の発生。(令和 3年度)

定員数

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から 3年間、年度

毎)

今回5台を購入し、既存センサーと合わせて、各ユニットに配置し転

倒等の事故を 30%削減することを目標としている。

1日

40

年

[導入台数] 5台

0導入後(翌年) 1年目

転倒りスクが高く既存のセンサーでは対応できない利用者へ導入し、

各職員がセンサーの使い方をマスターする。

月~

02年目

アラーム履歴機能を活用し、転倒りスクが高い方の傾向を捉え、転倒

事故20%削減する。

年 月)

03年目

事故は発生防止委員会にて、センサーの使い方、有効活用例を共有し、

転倒事故防止を昨年比率50%を目標とする。

0導入後(翌年) 1年目

一



期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

センサーの使い方(アラームの設定、体重測定、履歴の確ミ副を覚え

る事で、どのような方に適切か、どのような活用方法が良いか選定で

きるようにする。

02年目

アラーム発報機能の他、アラーム履歴機能などを活用して転倒転落防

止の制度を高める。

03年目

事故発生防止委員会にて、各ユニットのセンサー活用方法を共有し、

成功事例を基に、施設全体の事故件数の削減効果を期待。

0導入後(翌年) 1年目

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

3 事業・導入スケジュール

例)介護時間の短縮、直接・問接負担の軽減効果、介護従事者(利用

者)の満足度、日々の活用状況が確認できる日誌等を用いるなど他の

介護サービス事業者等の参老となるべき内容等

期間(予定)

4年4月1日

4年4月30日

4年5月15日

4年6月16日

転倒原因の分析及び介護員夜

間時の負担検討

4年6月17日

~4年6月30日

内

ベットセンサーの導入検討、デ

モ実施依頼

4年7月1日

ベッドセンサーデモ実施

4年12月1日

デモ参加者による意見聴取及

び集約

経費概要

ベットセンサーの見積もり依

頼

ベッドセンサー導入(予定)

備考容



4年12月

~5年Ⅱ月

1日

30日

5年12月1日

~6年11月30日

6年12月1日

~7年11月30日

ベッドセンサー使用方法(アラ

ーム設定、体重測定、履歴の確

認)をマスターする。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

アラーム履歴機能の活用及び

傾向の分析

事故発生防止委員会にて活用

方法の共有及び施設全体での

共有を図る



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロポットの製品名

通信環境整備の製品名

(

所

名

導入時期及び

社会福祉法人偕寿会くン

名
特別養護老人ホーム蓬仙園

【事業所番号:00671300150

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

指定介護老人福祉施設

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

[製品名]

眠り SCAN

数
[導入時期]

購

月)

(、

入リース(契約期問

10月からユニット型特養で全室個室になることで夜間帯

勤務の介護職員が 1 人体制になった。不要な見回りを減

らし介護職員の労力軽減と入居者の安全対策を目指す。

令和 5年2月1日[導入台数]

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

疋員数

0導入後(翌年) 1年目

従来のセンサーと異なり、入居者の特性に応じた見守りが

可能になる為、危険予知が可能となる。介護職員の労力軽

減と事故予防

90

年 月~

2 0 台

02年目

睡眠から特化した、入居者の昼夜における活動把握

期待される効果等

年

03年目

蓄積されたデータを基に、生活パターンを分析する。

0導入後(翌年)1年目

事故削減

02年目

介護労力軽減

03年目

(

台



遠隔で操作することにより、効率的な見守り体制を実施す

ることで介護職員の負担軽減と現場のサービス提供体制

における介護力向上が期待される。

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

3

伊D 介護時間の短縮、直接・問接負担の軽減効果、介護従

事者(利用者)の満足度、日々の活用状況が確認できる日

誌等を用いるなど他の介護サービス事業者等の参考とな

るべき内容等

事業・導入スケジューノレ

期間(予定)

R4年5月9日

~R4年5月31日

介護職員への導入後のアンケートを記入して頂き、満足度

を確認する。

R4年6月10日

~R4年6月30日

R4年6月10日

~R4年6月30日

業務の状況分析、問題点の洗い出し

機種選定、導入計画、導入時期の検討

内

R4年6月10日

~R4年6月30日

導入担当者・チーム体制整備検討

(担当者:施設長、検証:各ユニットリー

ダー中心)

R4年7月4日

~R4年7月20日

介護職員等からの意見徴収

経費概要

職員の習熟及び教育哘刑虜計画検討 時間外勤務手

当支給

容



R5年2月1日

~R5年3月肌日

毎年4月1日

~6月30日

(R5年から)

毎年7月1日

~9月30日

(R5年から)

導入によるケア方法の見直し

(

効果検証の実施

効果検証の結果に基づいた業務改善の取組

検討

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づく

り、業務の見直し等について、以下の点を反映させること

時間外勤務手

当支給

内部研修講師

派遣料

に機器を使用する者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員

の習熟及び教育・研修計画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の

見直し予定、ク効果検証の実施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の

取組検討(実績蝦告から3年目までの耳懸且)

ーー＼

_ーノ'

ウの巽イの頁のア

祭工)者当旦各の正検果力用舌、
Υ入導(蒲イ整告本ムチ者当旦入導

f
＼

イ
叉



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

所

名 株式会社七日町福祉サービス

名

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

介護付有料老人ホームときめき七日町

【事業所番号i0670103654 】

導入時期及び台数

特定施設入居者生活介護(介護予防)

[製品名]みてるちゃん2カメラ

[導入時期]令和5年3月10日 1導入台数]4台

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

[製品名]10.1インチタブレット型P C (カメラ用)

[導入時期]令和4年12月15日[導入台数14台

(製品名]バイタルビーツ(ベッドセンサー)

[導入時期]令和5年3月28日[導入台数]4台

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

[製品名]無線IAN一式

[導入時期]令和4年12月2 5日【導入台数]2 0台

リース(契約期問購

定員数

夜問帯などで1フロアひとり勤務対応をしているが、重複するナ

ースコールや居室内外での転倒に繋がるヒヤリハットの報告が増

えてきた。対策として見守り機器を導入活用し、安心安全に生活し

ていただくとともに、職員の業務効率を改善していく必要があると

判断した。

Wi、Fi環境は二室に 1台設置=20台

見守りカメラは移動可能品とし対象居室に設置=4台

ベッドセンサーは移動可能品とし対象居室に設置=4台

40名

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年闇、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

・入居者の動線が把握でき転倒を未然に防ぐことができる

・事故防止委員会で有効な資料として活用できる

02年目

・職員の負担軽減に役立つ

・入居者への声掛けタイミングが掴める

03年目

・入居者が居室内で安心安全に過ごせる

年 月~ 年 月)



期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・居室内の入居者状態を全館で共有できデータ分析ができる

・職員の負担軽減と雜職防止

02年目

・居室内の入居者状態を全館で共有できデータ分析ができる

・職員の負担軽減と離職防止

03年目

・居室内の入居者状態を全館で共有できデータ分析ができる

・職員の負担軽減と離職防止

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

3

カメラとべッドセンサーの記録は職員がステーションにいなが

ら入居者の状態把握ができ、介護時問の短縮や効率性、休憩時間の

確保等の負担軽減に効果があるほか、入居者の行動前に訪室するこ

とで転倒防止やトイレ介助の支援ができる。

今まで見えなかった居室内での行動歴等の情報が得られる事で、

安心して暮らせる有効な手立てに繋がるケース記録の記載ができ、

各種委員会等に活用できる。

事業・導入スケジュール

期問(予定)

令和4年7月4日

令和4年7月11日

~8月26日

令和4年9月5日

~9月17日

導入及び機種選定計画の説明

内

令和4年11月10日

機種選定(意見聴取)と決定

未定

活用方法、使用職員との確認

効果検証担当者を介護リーダーと

する

令和4年1

令和4年1

令和5年

令和5年

リーダー会議で内示されたことを

報告

2月15日

2月25日

3月10日

3月28日

経費概要

令和5年

令和5年

デモ機借り入れ、目標確認、使用

方法研修、検証確認

3月10日

3月28日

タブレット納品

無線LAN設置

みてるちゃん2納品

バイタルビーツ納品

備考

リーダー会議

カメラ使用開始

バイタルビーツ使用開始

介護リ六ダー

部長

管理者

各リーダー

部長

管理者

リーダー会議

介護職

管理職

業者

介護職

容



令和5年3月10日

~5月31日

令和5年6月1日

~6月10日

令和5年6月12日~

問題点と効果の検証

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の実

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの

業務改善の検討

改善策の実施

検証確認→改善→実施の繰り返し

0

介護リーダー

リーダー会議

介護職

f
耳



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

名

株式会社タイヨウ

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

ソーレホーム西田【事業所番号:0690100235】

小規模多機能型居宅介護事業所

[製品名]

眠り SCAN、眠り SCAN eye、 arrows BZ02、

[導入時期]令和4年12月1日

[導入台数]眠り SCAN(3 台)、眠り SCAN eyea 台)、 PC (1台)

スマホ(1台)、施設内ネットワークの構築(一式)

購入・ リース(契約期間

入居者の中には認知症等で不穏要素がある入居者もいらっしゃ

います。日中はスタッフも多いので、目が届くのですが夜間帯に関

しては、お客様の居室内に入ってケアを行っていると注視すべき入

居者にも目が届きにくい状況です。その様な利用者には就寝時、セ

ンサーマット等で対応しているが「眠り SCAN」を使用出来れぱ離

床する前の対応が可能となりスタッフの心身の負担もかなり軽減

されると思います。あわせて「眠り SCANeye」も導入できれば訪

室の必要性も事前にわかり、不要な接触も避けられ、スタッフの負

担も軽減されます。また、弊社他施設でも「平成 29年度福工連携

による安心介護モデル創出事業費補助金」を使い「眠り SCAN」を

14 台導入させて頂きました。導入した施設のスタッフからは殉民

り SCAN 無しでは不安になる。」との声も上がっています。特に夜

間時のスタッフの負担軽減が確認されております。導入後はスタッ

フからの希望があり、少しずつの増台を重ねて現在は全床に設置と

なりました。今回、当施設スタッフからも「眠り SCAN」導入希望

の声も上がっており、先ずは導入のきっかけとして今回3台導入し

ていきたいと思います。今後は使用頻度とスタッフの慣れに伴い、

増台も検討しています。

昨今、県内でもコロナウイルスの感染者も増えており弊社グルー

プの他施設でも入居者の感染も確認されております。以前は感染し

たら入院という流れでしたが、現在は施設での療養という事のよう

です。その際、スタッフの心身的な負担は計り知れないものです。

今回Ⅷ民り SCAN」を導入できれぱ、万が一当施設でも入居者に感

染者が発生した場合岡民り SCAN、眠り SCANeye」を使用すれば

感染者との不用意な接触も避けられて、スタッフの負担も軽減され

感染拡大のりスクも軽減されるのかと思います。

現在、介護ソフトを使用する Wi・Fi 環境はありますが、「眠り

SCAN」を導入するにあたって、現在の環境に追加のアクセスポイ

ントの増設が必要となってきます。またアクセスポイントの増設に

伴い、ハブの入替なども必要となってきます。

定員数

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

29 名

Thinkcentre M70S

年 月~ 年 月)



機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

年度毎に数回、スタッフへのアンケート等のデータを取り、常に

状況を検証する。また弊社は「眠り SCAN」を使用している施設も

多いため、ユーザー施設が集まり定期的に社内勉強会を行っていま

す。そこへの参加も行いながら導入の有効性を検証していきたい。

また、先に導入している施設から使用方法の指導、データの分析

の仕方など導入施設のスタッフへ運用方法の評価等を行っていき

たい。



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

2021年4月1日~

2021年10月1日
ノ.、_'

2021年10月1日

夜勤時不穏要素のある入居者

対応の問題検証。

2021年6月1日

内

ノ、、ノ

見守りロボットの検討開始と

機種選定。

2021年6月15日

2021年6月20日

社内他施設で使用している田民

り SCAN」の見学と

説明会。

2022年8月1日
J'、】゛

2022年8月29日

岡民り SCAN」デモ機を借り

て試験利用。

経費概要

2022年12月1日

スタッフへ聞き取りして機種

決定。阿民り SCANJ

参考見積を取る。

ノ.、ー.

2023年1月1日
ノ、ーノ

2026年3月31日

補助金事前協議書の作成、提

出。

2023年1月1日

備老

i'、..,

交付決定後、すぐに発注。(予

定)

スタッフヘアンケート調査(予

御

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

「眠りSCAN」勉強会への参

加。(予定)

(以前導入している眠りSCAN

ユーザー施設が集まり、

運用方法と情報交換会を定期

的に行っているので、

その勉強会に参力の

容



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び

名

株式会社タイヨウ

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

ソーレホーム中桜田【事業所番号:0690100193】

小規模多機能型居宅介護事業所

[製品名]

眠り SCAN、眠り SCANeye、

[導入時期1 令和4年12月1日

[導入台数]眠り SCAN(3 台)、眠り SCAN eye(1 台)、 pc a 台)

スマホ(1台)、施設内ネットワークの構築(一式)

数

購入・ リース(契約期間

入居者の中には認知症等で不穏要素がある入居者もいらっしゃ

います。日中はスタッフも多いので、目が届くのですが夜問帯に関

しては、お客様の居室内に入ってケアを行っていると注視すべき入

居者にも目が届きにくい状況です。その様な利用者には就寝時、セ

ンサーマット等で対応しているが哨民り SCAN」を使用出来れぱ離

床する前の対応が可能となりスタッフの心身の負担もかなり軽減

されると思います。あわせて殉民り SCANeye」も導入できれば訪

室の必要性も事前にわかり、不要な接触も避けられ、スタッフの負

担も軽減されます。また、弊社他施設でも「平成 29年度福工連携

による安心介護モデル創出事業費補助金」を使い「眠り SCAN」を

14 台導入させて頂きました。導入した施設のスタッフからは岡民

り SCAN 無しでは不安になる。」との声も上がっています。特に夜

問時のスタッフの負担軽減が確認されております。導入後はスタッ

フからの希望があり、少しずつの増台を重ねて現在は全床に設置と

なりました。今回、当施設スタッフからも殉民り SCAN」導入希望

の声も上がっており、先ずは導入のきっかけとして今回3台導入し

ていきたいと思います。今後は使用頻度とスタッフの慣れに伴い、

増台も検討しています。

昨今、県内でもコロナウイルスの感染者も増えており弊社グルー

プの他施設でも入居者の感染も確認されております。以前は感染し

たら入院という流れでしたが、現在は施設での療養という事のよう

です。その際、スタッフの心身的な負担は計り知れないものです。

今回岡民り SCAN」を導入できれぱ、万が一当施設でも入居者に感

染者が発生した場合円民り SCAN、眠り SCANeye」を使用すれば

感染者との不用意な接触も避けられて、スタッフの負担も軽減され

感染拡大のりスクも軽減されるのかと思います。

現在、介護ソフトを使用する Wi・Fi 環境はありますが、阿民り

SCAN」を導入するにあたって、現在の環境に追加のアクセスポイ

ントの増設が必要となってきます。またアクセスポイントの増設に

伴い、ハブの入替なども必要となってきます。

arrows BZ02、 Thinkcentre M70S

疋員数

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

29 名

年 月~ 年 月)

台



機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

年度毎に数回、スタッフへのアンケート等のテータを取り、常に

状況を検証する。また弊社は喰民り SCAN」を使用している施設も

多いため、ユーザー施設が集まり定期的に社内勉強会を行っていま

す。そこへの参加も行いながら導入の有効性を検証していきたい。

また、先に導入している施設から使用方法の指導、データの分析

の仕方など導入施設のスタッフへ運用方法の評価等を行っていき

たい。



3 事業・導入スケジュール

期間(予定)

2021年4月1日~

2021年10月1日
ノ.、ー"

2021年10月1日

夜勤時不穏要素のある入居者

対応の問題検証。

2021年6月1日

内

ノ^

見守りロボットの検討開始と

機種選定。

2021年6月15日

2021年6月20日

社内他施設で使用している「眠

り SCAN」の見学と

説明会。

2022年8月1日
ノ.、ーノ

岡民り SCAN」デモ機を借り

て試験利用。

2022年8月29日

経費概要

2022年12月1日

スタッフへ聞き取りして機種

決定。岡民り SCANJ

参芳見積を取る。

ノ^

2023年1月1日
ノ'、ノ

2026年3月31日

補助金事前協議書の作成、提

出。

2023年1月1日

備考

ノ'、"ノ

交付決定後、すぐに発注。(予

定)

スタッフヘアンケート調査(予

定)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

「眠りSCAN」勉強会への参

加。(予定)

(以前導入している眠りSCAN

ユーザー施設が集まり、

運用方法と情報交換会を定期

的に行っているので、

その勉強会に参力の

t1三武墾武、1

容



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

名

株式会社タイヨウ

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

ソーレ寒河江【事業所番号:067120022釘

特定施設入居者生活介護指定事業者

[製品名]

眠り SCAN、眠り SCAN eye、 arrows BZ02、 ThjnkcentreM70S

[導入時期]令和4年11月1日

[導入台数]眠り SCAN(5 台)、眠り SCANeye(1 台)、 PC (1台)

スマホ(2 台)、施設内ネットワークの構築(一式)

リース(契約期間購入・

入居者の中には認知症等で不穏要素がある入居者もいらっしゃ

います。日中はスタッフも多いので、目が届くのですが夜間帯に関

しては、お客様の居室内に入ってケアを行っていると注視すべき入

居者にも目が届きにくい状況です。その様な利用者には就寝時、セ

ンサーマット等で対応しているが「眠り SCAN」を使用出来れば離

床する前の対応が可能となりスタッフの心身の負担もかなり軽減

されると思います。あわせて殉民り SCANeye」も導入できれば訪

室の必要性も事前にわかり、不要な接触も避けられ、スタッフの負

担も軽減されます。また、弊社他施設でも「平成 29年度福工連携

による安心介護モデル創出事業費補助金」を使い喰民り SCAN」を

14 台導入させて頂きました。導入した施設のスタッフからは「眠

り SCAN 無しでは不安になる。」との声も上がっています。特に夜

間時のスタッフの負担軽減が確認されております。導入後はスタッ

フからの希望があり、少しずつの増台を重ねて現在は全床に設置と

なりました。今回、当施設スタッフからも「眠り SCAN」導入希望

の声も上がっており、先ずは導入のきっかけとして今回3台導入し

ていきたいと思います。今後は使用頻度とスタッフの慣れに伴い、

増台も検討しています。

昨今、県内でもコロナウイルスの感染者も増えており弊社グルー

プの他施設でも入居者の感染も確認されております。以前は感染し

たら入院という流れでしたが、現在は施設での療養という事のよう

です。その際、スタッフの心身的な負担は計り知れないものです。

今回川民り SCAN」を導入できれは、万が一当施設でも入居者に感

染者が発生した場合殉民り SCAN、眠り SCANeye」を使用すれは

感染者との不用意な接触も避けられて、スタッフの負担も軽減され

感染拡大のりスクも軽減されるのかと思います。

現在、介護ソフトを使用する Wi・Fi 環境はありますが、円民り

SCAN」を導入するにあたって、現在の環境に追加のアクセスポイ

ントの増設が必要となってきます。またアクセスポイントの増設に

伴い、ハブの入替なども必要となってきます。

定員数

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

46 名

年 月~ 年 月)



機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

年度毎に数回、スタッフへのアンケート等のデータを取り、常に

状況を検証する。また弊社は殉民り SCAN」を使用している施設も

多いため、ユーザー施設が集まり定期的に社内勉強会を行っていま

す。そこへの参加も行いながら導入の有効性を検証していきたい。

また、先に導入している施設から使用方法の指導、データの分析

の仕方など導入施設のスタッフへ運用方法の評価等を行っていき

たい。



3 事業・導入スケジュール

期間(予定)

2021年4月1日~

2021年10月1日
ノ'、】,

2021年10月1日

夜勤時不穏要素のある入居者

対応の問題検証。

2021年6月1日

内

ノ'、ノ

2021年6月15日

見守りロボットの検討開始と

機種選定。

2021年6月20日

社内他施設で使用している「眠

り SCAN」の見学と

説明会。

2022年8月1日
ノ^

2022年8月29日

殉民り SCAN」デモ機を借り

て試験利用。

経費概要

2022年12月1日

スタッフへ聞き取りして機種

決定。「眠り SCAN」

参老見積を取る。

ノ.、"゛

2023年1月1日
i'^...

2026年3月31日

補助金事前協議書の作成、提

出。

2023年1月1日

備考

ノ、^

交付決定後、すぐに発注。(予

定)

スタッフヘアンケート調査(予

定)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

「眠り SCAN」勉強会への参

加。(予定)

(以前導入している眠りSCAN

ユーザー施設が集まり、

運用方法と情報交換会を定期

的に行っているので、

その勉強会に参力の

容



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

名

株式会社タイヨウ

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

ソーレ吉原【事業所番号:0670101781】

特定施設入居者生活介護指定事業者

[製品名1

眠り SCAN、眠り SCANeye、

[導入時期]令和4年12月1日

f導入台数]眠り SCAN(4 台)、眠り SCAN eye(1 台)、 PC (1台)

スマホ(2 台)、施設内ネットワークの構築(一式)

リース(契約期闇購入・

入居者の中には認知症等で不穏要素がある入居者もいらっしゃ

います。日中はスタッフも多いので、目が届くのですが夜間帯に関

しては、お客様の居室内に入ってケアを行っていると注視すべき入

居者にも目が届きにくい状況です。その様な利用者には就寝時、セ

ンサーマット等で対応しているが「眠り SCAN」を使用出来れば航

床する前の対応が可能となりスタッフの心身の負担もかなり軽減

されると思います。あわせて喰民り SCANeye」も導入できれば訪

室の必要性も事前にわかり、不要な接触も避けられ、スタッフの負

担も軽減されます。また、弊社他施設でも「平成 29年度福工連携

による安心介護モデル創出事業費補助金」を使い喰民り SCAN」を

14 台導入させて頂きました。導入した施設のスタッフからは「眠

り SCAN 無しでは不安になる。」との声も上がっています。特に夜

間時のスタッフの負担軽減が確認されております。導入後はスタッ

フからの希望があり、少しずつの増台を重ねて現在は全床に設置と

なりました。今回、当施設スタッフからも喰民り SCAN」導入希望

の声も上がっており、先ずは導入のきっかけとして今回3台導入し

ていきたいと思います。今後は使用頻度とスタッフの慣れに伴い、

増台も検討しています。

昨今、県内でもコロナウイルスの感染者も増えており弊社グルー

プの他施設でも入居者の感染も確認されております。以前は感染し

たら入院という流れでしたが、現在は施設での療養という事のよう

です。その際、スタッフの心身的な負担は計り知れないものです。

今回阿民り SCAN」を導入できれば、万が一当施設でも入居者に感

染者が発生した場合用民り SCAN、眠り SCANeye」を使用すれは

感染者との不用意な接触も避けられて、スタッフの負担も軽減され

感染拡大のりスクも軽減されるのかと思います。

現在、介護ソフトを使用する Wi・Fi 環境はありますが、「眠り

SCAN」を導入するにあたって、現在の環境に追加のアクセスポイ

ントの増設が必要となってきます。またアクセスポイントの増設に

伴い、ハブの入替なども必要となってきます。

arrows BZ02、 Thinkcentre M70S

定員数

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

44 名

年 月~ 年 月)



機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防。

02年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

03年目

・業務の効率化と業務負担軽減。スタッフの心身負担の軽減。

・利用者の睡眠状況の管理により、健康の管理。

・訪室の回数も減るのでコロナ等の感染症の感染拡大の予防

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

年度毎に数回、スタッフへのアンケート等のデータを取り、常に

状況を検証する。また弊社は岡民り SCAN を使用している施設も

多いため、ユーザー施設が集まり定期的に社内勉強会を行っていま

す。そこへの参加も行いながら導入の有効性を検証していきたい。

また、先に導入している施設から使用方法の指導、データの分析

の仕方など導入施設のスタッフへ運用方法の評価等を行っていき

たい。



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名 社会福祉法人天童福祉厚生会

名

導入時期及び台数

特別養護老人ホーム明幸園

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

介護老人福祉施設

[介護ロボット製品名]

眠りスキャン(パラマウントベッド株式会社)

[通信環境整備製品名]

肝i・Fi 工事

インカム(ティービーアイ)導入台数 10機

1導入時期]令和 5年3月1日

【事業所番号:0671舶呪37 】

N亙1区1・リース(契約期問

現在、課題として挙げられるのは、①介護従事者の身体的・心理的な

負担の解消、②離職者の減少、③ご利用者のケアの質の維持、この3

点です。特に夜間帯はスタッフ配置数が少ないため、行き届いた支援

やタイムリーな支援を行うには、スタッフの献身的な働きに頼らざる

を得ないのが実情です。また、夜間のスタッフ間情報共有についても

内線電話を用いることから、迅速さを欠く状況が常態化しています。

上記機器を活用することでご利用者の睡眠状態やべッド上での状態変

化をモニターで把握でき、安眠を妨げることのない見守りと、待たせ

ることのない支援が可能になります。また、体調変化の早期察知は、

看取り期介護にも大いに活用できると老えています。更にインカム等

で素早く情報共有を図ることで業務負担を軽減し、ひいては人員体制

や支援の効率化に繋げられると期待しています。

当施設はユニット型特養で 1ユニット10室としていますので、各ユニ

ツト2台ずつの計20台が妥当と老えています。ユニット毎に複数台準

備することで、施設で積極的に取り組んでいる看取り介護の実践にも

導入が可能です。

介護の仕事の最大の特徴は"待つこと"にあります。支援を必要と

するご利用者の訴えや動き、食事や排せつなどの生活行為に合わせて、

"待たせること"なく支援することが優れたケアには不可欠です。

そういった望ましい介護環境を追求するためには、介護ロボットやICT

技術の導入等によりマンパワ一を補填し強化することが時代に即した

ーつの在り方ではないかと考え、私たちはこれまで委員会を立ち上げ

るなど検討を重ね、導入に向けての準備を進めてきました。

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

定員数

導入台数 20 台

100 名

年 月~ 年 月)



機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

介護ロボット導入に伴う職員研修やマニュアル等を作成し、機器

操作の習熟を図り、日常業務に取り込みます。

ご利用者の眠りの状態に合わせてケアを行います。特に入居後間

もない方の睡眠データを活用し、安眠を妨げない個別ケアの実践、

転倒などのりスクヘッジに努めます。

看取り介護場面では状態変化にあわせて見守り、訪室できるよう

機器を活用し、付き添い家族の不安軽減を図っていきます。

02年目

前年実績を踏まえて検証を行い、昼夜を問わず、より効果的な活用

を図ります。

睡眠データを活用して、個別援助計画の質の向上を月指します。

03年月

介護ロボット導入成功要因を実証データなどを踏まえ再検証し、

更なる機器導入・拡充を検討します。

眠りの見える化をすすめ夜間見守りのオペレーションを改善し、

介護・業務負担の軽減と効率化を図ります。

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

ご利用者の睡眠の質を高めることが期待されます。また、眠りの深

さをモニターできることで動き出しの予測が可能になり、転倒や

転落事故のりスクは大きく軽減します。

02年月

睡眠データの集約と分析、効果的な実践が浸透し、個別ケアの水準

が高まることを期待しています。ご利用者の生活を改善すること

が、介護従事者の安心確保、負担軽減を図るための第一歩です。

効果検証の方法依力果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

03年目

介護従事者の心理的、身体的負担を軽減することで労務環境の改

善を図り、離職率低減と平均勤続年数の長期化が期待されます。

効果検証のための委員会を立ち上げ、導入事例の振り返りを行い

ます。

インシデント事例、アクシデント事例の集計と検証を行います。

ご利用者の睡眠の質改善について測定データに基づいて検証を行

います。また、睡眠導入剤などの投薬効果、減薬事例の有無、不眠

解消事例等の情報共有を図ります。



3 事業・導入スケジュール

期間(予定)

2023年1月23日

~2023年1月27日

2023年2月6日

~2023年2月10日

2023年2月13日

~2023年2月17日

導入打ち合わせ。

管理ユニットおよび設置位置確認。

内

2023年2月20日

~2023年2月24日

施設内無線状況LAN配線状況確認。

現行接続IPアドレスの確認、電源状況の

確認。

2023年2月27日

~2023年2月28日

無線IAN配線工事の実施。

眠りスキャン等装置導入

ソフトインストール作業

作業。

勤務形態に合わせて、取扱い説明を 2日

間で実施予定。

運用例、インシデント対策等。

経費概要

通信確認。

サーバー設置

備考

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の実

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの

容



41入

'、」_ーノ

補助事業計画書2

事

事

業

介護サービスの種類

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及ぴ台数

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

、、

將獣三ナ4寺・A中う一之・、十陞
f

<＼1管'ψ人イ忌),」ヒた1ル
[製品名]

スマート'寸'・スコ・{し
あんレん.1キ.じ*・ニティ

1

令和ぐ年/月ン0日[導入時期]

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

例)介護時間の短縮、直接・問接負担の軽減効果、介護従事者(利用

者)の満足度、日々の活用状況が確認できるΠ誌等を用いるなど他の

介護サービス出業者等の参考となるバき内容等

【事業所番号

機器を導入することによ

り逹成する目標(機器導入

の翌年から3年闇、午度

毎)

(

ース

ネ^ドフ・クノ
[導入台数1

0ζクゞ100ゞ'ゞ

定員数

酉去ヤ子》ノ仁心>メJ ワ"え、,で 1、、1
0導入後(翌年) 1年目

新K リ,1、ナ・スン比様'器、 1齢誠 T 迎訴し、令効的八
ネ 1ヲ弓厶Σさ D＼' i'きる.
02年目

甲三、側や鳥険行鳥 1、打【?早目'河六、カ＼・t'ヨる.ケぴ'や剣し
置武武b1永じ("職即精神町、&坏的彼T恥松渡が、祁
03年男,
t}、側下元険6鳥モ〒防 t'きるヂウ1'jリ,1周ヌ、1今ア'i7遜/ b ミ分
π進品る壮杁't'.6.ヲ1.ι、る"灸会え伺上が'砕行十.6

年

ず0 吊

弌

期待される効果等

年

0導入後(翌年) 1年目

モ里峅"入討1%,貝号ソモ脩ヌ広、1・ス0・ル機号、、機鞭モ
で正瑞 0チΥ断Υ'゛β中腹゛、ン川き.隠叉"心位

02年目

貝守兆JΥφ薪"やf険行鳥 1゛1〔τ.早 a "1八'か" f郵ヲ
じJyΥけか'キ11・16喰茂"珍会窟状'3欲b 弓づ
03年目

ナ、エ、,;', t i %、 QOL 力＼'1司上L.え含弓気'河ヲ 3 寛、欲 t 入針1%。 QOL 力＼'1司上L.角§怜砥&。令詞'
カ＼・, B' d7'ヲる.

月)

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な計

価指標に基づいて記6剥
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3 事業・導入スケジューノレ

冷y 年10河.1R
~年月日

期問(予定)

ク

大θ

ク

t、スコ・ルぞ新 K かが3 /D識
誓入 F f司け?ス1ジ.・ル f イ、.1悶、

ノ/

内

Rd

↑、 P→●%剣ゾ・セン q《ナ
Lユみ)i,

/'

/.

犬゛

芋.脚今叢
フ゜Vゼ'ソモ後寸? 1貪tl

/0

/ユ、,

A又

介護課玉、代.介識喰るA吊
三趣_貳夕子具、

ユy

0

大ヌ

経費概要

女

知句会途
Ik1亀号足

/

矛

R又

哨1里云・イ1弓 1苑19・長比.設豊ル
・N.ネ}眺゛リ同武τ写 H1咲

《Q

/0

j

備考

"1、チ1ξ9 置堂ネ.↑・P・岡●般、、
学%.i〒於門当%&閉 Y'打合旧

ノ'、.ノ

ク

火ぐ

ιP

/0

犬又 d

亭加四,会啼ミ塚ヰ々武
,く i尾・ 1 長,寸る

ノ'、,

0

犬す
ク

、と0

之ノg

ゞ/

※スケジューノレ作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

易深、談明大τ,勵仂栂

村村通11WI01司支弔WNCく

ー、、

ク

2

ξ

儀暴写入〒定.設3 、キ..

ユ

ノーー'＼

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す

画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検削'(実績報告から3年目までの取〒鋤
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3 事業・導入スケジューノレ

犬ぐ年げ月/ロ

期間(予定)

A ξ'

<R

ワ

イ

Aζ
へ Aζ

(

厘用上寸■悲点、; W印俊1ル
マ、Pブ'・尿毛計通11力、マ象4气'

/0

y//
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内

/'、」

/ク

ク_ゞ P

A ク. Q、/

<.々昂、 d ゞ/

へ灸.1jし{壱ミ% 0貝西" 1勺?

争1 用宿",1テ奄力や生瓢りズ'A

モキ巴キル、郡ル゜征ネ灸毛正

つ

和1周市"固別、フ.貝沍ン

小1 声1。、昌一暗報.奘チ

経費慨要

和1印市。佃ヌ'1、ア"丸雫バ{刃
Lψ、②いる舐'易操一尋誓.チ畊侵

(

備考

ク

つ

※スケジニ.ーノレ作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させるとと

ク

1三鷲§武、1
ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当
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2 補助事業計画書

事

事

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

名

入時期及び台数

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

、、

ス「、4

訊豆宴n 八一す
1製品名]

寸・スつ レ

あ人しん"魚千(ユンヨ、イ
[導入時期]令和イ年/月,卵

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

V、 ユーーー゛ノ

趣1爪戸 1会、三)

雁)

互、、1 【事業所番号

リース(契約期問

機器を導入するととによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

ベフ

(

定員数

0ζケゞノ・O D

不、、,トワ'・ク)
1導入台数]

0導入後(翌年) 1年目

非k レく↑1, E t・スコ・ル 1袈垢.磯'台を 1 王甲角弁'V .府左力分◇ R
シ舌用弓厶 L ι力ゞ'Υ'ヨる

薪卜1 やた険行為八河q 早".村六'訓't゛る゛加ゾJβ.ケか
や知置が滅少お牛て".玲頂゛n御"身抹的n廻゛葬式状ブヤる

恥仔f 冕険行鳥モ〒で・('予るめヅr/1郎"ア'討画雌分π週
めゞバ 1Nt'ヨ§.ヲ下職艮、契・欲恂上状'期待イ'ヨる,

ζ/d

年

ξ先

伊D 介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者(利用

者)の満足度、日々の活用状況が確認できる日誌等を用いるなど他の

介護サービス事業者等の参考となるべき内容等

ーーー

月~

弌

期待される効果等

年

0導入後(翌年) 1年目

1・ス0・化憾易、松枇"里解一入所%,貝庁ソ 暫飯広レ.迎被し
乃コ・ル 1守 f合、先川良位モ正 Zを 1ス¥1佳?' t' 3 る.
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介冶予3J・づ 1ゾ才ソ五側ヤ急険行φ力八村q早a.村元貝守ソ/ヰ
八好通院.搬良会'渡のヲ'_る.介っ"等

03年目

肱艮,竹,1゛1ヲ3契欲 E 入竹え. QOL穴向上レ、離磯PY
;'ソ1スる' 1..ア、ヤキ種、1,。奄。古'モえき、 tきる

月)

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

郁畊附票に基づいて記録)
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3 事業・導入スケジュール

期間(予定)

大 S年ゆ
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の見直し等について、以下の点を反映させるとと
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3 事業・導入スケジューノレ

大ξ年ゞ月
ー'、ノ

女

期間(予定)
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2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

半

者

所

名 社会福祉法人碧水会

名
特別養護老人ホームらふらんす大江

【事業所番号:0672300308】

介護老人福祉施設

{製品名]

0メーカー(株)バイオシノレバー製

介護本体 D018-AAMSKaan).S

NCケーブノレ CC14 B015-BSR03NCC

分配器WELLタイプ BB-30IWZ-2P/W6P-NC

介護用感圧センサー B018-PSS01

AXIS製ネットワークカメラ(無線) MI065-LW

ネットワークカメラ用SD力ード AXIS純正

タブレット PC-T1175BAS

管理マスターサーバー L11-20NUCMS03

豆斐疋・言斐置:費

[導入時期1 令和4年12月1日[導入台数1 20台

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

導入時期及び台数

定員数

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

0メーカー(株)バッファロー製

法人向け管理者機能搭載無線アクセスホ゜イント

レイヤー2GigapoE スマートスィッチ 8 ホ゜ート

レイヤー2Gi套apoE スマートスィッチ 16 ホ゜ート

ネットワークエ事費

キッティング作業着

92

20台

20本

20 台

10台

10台

10枚

4台

1台

1式

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

{導入時期}

く亟二二D リース(契約期間
夜間時に、ナースコーノレの呼び出しに、すぐに対応することができ

ず、転倒などの事故の件数が多く発生していた。その他、看取り期

の方に対して、状態の変化には、定期的な見守りでしか対応できず、

緊急時には不十分であった。(いつ事故がおきるか職員の心理的不

安が多かった。)今回、上記の状態を通信機器(wi、FD と、ロボッ

ト機器(センサーマット)、映像カメラ及びタブレット等を導入す

ることにより、利用者のバイタルチェックを、映像と記録で科学的

に判断するととができ、効率的介護やアラート発生時の居室の様子

の映像を確認でき緊急性があるか瞬時の判断をすることができる。

そのうえ看取り期においても家族にデータや映像で説明すること

で、職員と家族との信頼関係も深まり、科学的な介護と家族へのよ

リスムーズな説明が可能で、職員の不安を解消、強いては働きやt

い職場環境の改善につながり酢職率に低下が期待できる。

令和4年12月1日

WAPM-1266R

BS-GS2008P

BS-GS2016P

1導入台数]

年

37台

月~

1式

1式

年 月)

台
台
式

3
4

1



機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

利用者の見守り、特に夜間時の利用者の情報把握。

02年目

1年目で得られた情報を基に各職員の共通情報として各職員のス

キルの標準化を図る。

03年目

2年目迄に得られた佶報を基に今後の新しく入所される対応のス

タンダード化し職員の働きやすい環境整備。

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・夜勤時の見守りの効率化。

・転倒りスクの回避。

02年目

・職員の人手不足の解消。

・盲釧哉者の低下。

03年目

・職員の人手不足の解消。

・時聞外手当の削減。

0利用者の急な状態変化をアラート通知され、また毎日の睡眠状態

の記録を残すことも出来るため、体調・生活状況の管理を強化でき

個別のケアが実現可能。

0データを基に日々の状況をご家族様へ綴告するととも可能。

0モニターで状態確認ができるため、夜間時の訪室業務の負担軽

減、介護者のストレス軽減。

0対象者の状態を理解することにより、必要な措置・サービス提供

を素早く判断でき、介護サービス提供の目的・行動が明確になり労

働意欲が増す。

0アラート発生時の居室の様子を映像で確認でき、堅急性があるか

どうか瞬時に確認できて、職員の不安を解消できる。

0頻繁に居室に訪問する必要がなくなり、感染症の拡散防止や、業

務の効率化は図れる。

0機器で取得したデータをご家族とも共有することで、言葉だけの

説明でなく、より具体的なデータを示すととで理解しやすく、信頼

関係も築ける。

0映像、記録データを保存するデジタル化により、効率的に時間を

費やすことができ、日誌等の記録も一元化につながり、他の介護業

務に時間かけるととができる。

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)



3 事業・導入スケジュール

期間(予定)

R4年6月1日

~R4年8月23日

担当者会議及び主任会議にて業務状況の確認と問題点の洗い出し

を行った。

特に夜間の見守り負担が大きく肉体的より精神的負担増。予期せ

ぬ行動をされる方、転倒・転落りスクの高い方のヒヤリハットの

対策が必要。

R4年6月1日

~R4年8月23日

機種選定・導入計画の検討を行った結果、見守り介護ロボットを

導入し利用者の心拍・呼吸・体動・睡眠状態を確認できる機種と

する。また、見守り介護ロボットと連動するカメラと眺床センサ

ーを併用し、転倒りスクが高い方はプライバシーを考慮しながら

タブレットで利用者の状況を瞬時に把握できるようにする。また

記録も残すととで検証が可能になり解決策の検討に役立てる。

内

R4年6月1日

~R4年8月23日

R4年6月1日

~R4年8月23日

導入担当者は事務局長が行い、ターミナル期の方・体調を崩され

た方・転倒りスクが高い方・入所されたばかりの方をメインに使

用し、バイタル状況の把握と行動把握により必要な措置・サービ

ス提供を素早く判断する。

効果検証の各担当者は総括主任及ぴ主任が担当し定期的な報告会

をもって情報共有・課題検討を行う。

R4年12月1日

~R4年12月31日

R5年1月1日

~R5年1月31 尺

実際に機器を使用する者の意見聴取方法は、各棟のミーテイング

内で行い、介護ロボットに関する蝦告書も検討する。

備考

交村快定後、 wi・Fi工事及び導入機器の発注を行う。

Wi・Fi工事が完了次第、見守り介護ロボットを導入し、ランニン

グ(調整)を行う。

R5年1月1日

~R5年1月31日

導入後、メーカーによる研修会を数回に分けて行い関係する職員

が参加できるようにして習熟する。マニュアル整備を行い、メー

カーのお客様窓口のサポートも活用する。

R6年4月末日

~R8年4月末日

見守り機器で得られた状態変化の通知や睡眠状態の記録から利用

者の体調・生活状況の管理を強化し個別ケアに繋げる。夜間の訪

室業務の負担軽減、介護者の先進的ストレス樫減に繋げ安心して

就業できる職場環境の構築を目指す。

R6年4月末日

~R8年4月末日

効果の検証を毎年行い、業務状況の確認と闇題点を洗い出し、見

守り介護ロボットのメリットを最大限活かすための使用計画を検

討・修正する。

効果検証に基づき業務改善の取り組みを検討する。

1年目:利用者の見守り、特に夜間時の利用者の情報把握並びに

転倒'転落事故を未然に防ぐ体制作り

2年目:1年目で得られた情報を元に各職員の共通情報として各

職員のスキルの標準化を図る。データを活用した見守り体制作り。

3年目:2年目迄に得られた情報を基に職員の訪室業務の負担軽

減・ストレス軽減に繋げ安心して就業できる職場環境を構築する。

容



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

所

名

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

社会福祉法人平田厚生会

名
寿康園指定短期入所生活介護事業所

【事業所番号:067320011田

導入時期及び台数

介護老人福祉施設

[製品名]見守りカメラ連動式無線ナースコールあんしんの紳

航床センサー(10台)ネットワークカメラ(16台)管理サーバー

スマートフォン(6 台)ビューワ PC (1台) wi・Fiゲートウェイ(1

台)接続変換機(離床センサー)(10 台) HUB(5 ポート)(1台)

ワイヤレスインターフェースポックス(10台)ビューワ PCディス

プレイ(1台)レピーター(1台) POE スプリッタ(16個)マット

センサーコネクタプラグ(10台)

HUB(16 ポート/内 POE 16 ポート)(1 台)

見守り機器通信環境整備一式

[導入時期]令和5年2月末[導入台数]

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

事業概要(現在の問題

点・導入台数の妥当性・

職員との導入意義の共

有)

購入リース(契約期問

現在、利用者の見守り支援には人感センサー、起き上がりセンサー

等を使用し転倒転落の未然防止を行っているが、その都度確認し訪

室する為、防げる事故も間に合わないケースや、職員の見守り業務

の負担になっている。また夜間帯は少人数で見守り業務を行なって

いるため、職員のストレス緩和や不安軽減の必要性があり、ナース

コール連動型見守り機器を新規導入し、居室内に見守りカメラを設

置し、訪室する前に安全確認ができる見守り支援を行い、職員の負

担軽減を図り、未然防止策が徹底できるよう活用したい。また、ベ

ツド上でも身体の異常を速やかに感知するバイタルセンサーに連動

させ、看取りの方の対応にも活用したいと老えます。

定員数 16 名

機器を導入することに

より達成する目標(機器

導入の翌年から3年間、

年度毎)

年

0導入後(翌年) 1年目

・使用方法など職員の勉強会を行う。

・カメラ作動時の記録や様子を共有し、事故、危険防止に繋げる。

・新機種導入後に負担軽減の有無について聞き取りを行い検討す

る。

02年目

・見守り機器を導入することで、利用者のADL力哘寉認され、より的

確な介護記録ができるようにする。

・使用状況の聞き取りを行い業務の見直しによる効率化につながる

ようにする。

・状態変化や看取り時の迅速な対応ができるようにする。

03年目

・新しい見守りシステムにより、効率よくご利用者の安全確認がで

きるようにすると共に、りスク軽減や職員の不安軽減と情報の共有、

人材確保に努める。

・ご利用者の体調など適切な記録を残しご家族様の安心に努める。

月~ 年 月)



期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・居室にカメラ導入となり不要に訪室しないことによって、利用者

の蓋恥心や精神面等への配慮が行える。また利用者の夜間の安眠に

も繋がる。

・万が一転倒などが起きた際も、カメラの記録から検討内容が明確

に読み取れ、対策がとれる。

・不必要な訪室が軽減され、感染症対策ができている。

・職員の負担・不安・ストレスの軽減ができている。

02年目

・効率化による業務改善ができている。

・看取りケアの強化ができている。

03年目

・新機種を有効活用し事故防止に繋げられている。

・職員の心身面の負担を軽減し働きやすい職場ができている。

効果検証の方法(効果に

関するデータを客観的

な評価指標に基づいて

記録)

2 事業・導入スケジュール

期間(予定)

・職員へ使用状況のアンケートを行う。(使用前、使用後の違い)

・見守りカメラやセンサー等を活用した事故発生時のデータを取り

まとめ、検証を行う。

福祉機器導入検討委員会発足

令和元年福祉機器導入委員会について

第一回

夜問帯の事故が多く、職員の不安軽減になるような見守りセン

サー等について。またPHSなど連動し何処で鳴っているか手元

でわかり、職員間の連絡もスムーズに行える機器を希望したい

など意見が出た。

※職員へ福祉機器導入についてアンケート実施。

第二回

アンケート結果について、職員の要望等の把握を行い検討。ま

た最新の福祉機器導入施設へ出向き見学等の案もでた。

第三回

職員研修旅行で福祉機器メーカーのイベントへ参加した職員よ

り、ナースコール連動型見守り機器がありその資料を集める。

R 元.10.15~3 ケ月

令和元年9月13日

~元年10月14日

内

令和 2年1月17日

~2年11月6日

令和2年福祉機器導入委員会について

第一回

ナースコール連動型見守り機器使用調査の結果報告。

1別Ⅱ山形福祉機器展に全委員が視察し様々な機器の説明を受け

た。それに伴い導入福祉機器の検討を行う

第二回

備考

"

容



多くの福祉機器が存在しているため、機器の説明会を行いアン

ケート調査により機器を選定する。

※R2.10/28,29.30.11/2 に職員説明会実施

第三回

福祉機器導入職員説明会についての報告。

移乗支援、移動支援、排池支援、見守り支援、入浴支援、介護

業務支援、見守り機器導入に伴う通信環境整備、1CT機器につ

いて商品説明を行った。

職員アンケート結果についての報告。

アンケートを行い、現場で働く介護職員が福祉機器を導入する

ことで、仕事や心身の負担軽減や改善できることが明確になっ

、-0

令和 3年1月20日

~3年8月12日

令和3年福祉機器導入委員会について

第一回

LAN配線工事についての報告。

Wi-Fi設定についての報告。

第二回

Wi-Fi工事等の進行状況について報告。

第三回

Wi-Fi設備が整い今年度導入する方向性とする。

※福祉機器を絞り見積もりを依頼。

※R3.5/20.フノフ.14業者よりりモート説明会実施する。

「眠り S c a n」「ココヘルパー」「安心の紳」

フ/20 「あんしんの紳」使用施設に出向き使用状況や設置に関

することを直接伺い、また実際現場での使用状況の見学を行

つ。

第四回

福祉機器使用施設見学の報告及び導入器機の最終選定。

「あんしんの紳」導入を決定し、居室カメラやスマートフォン

の台数、設置場所の検証等話し合う。またバイタルセンサーや

見守りセンサー、離床センサーの設置台数を検討し業者へ見積

もりを依頼する。

令和3年9月1日

令和 3年10月~

12月末

令和4年3月1日

令和3年度山形県介護ロボット導入支援事業費補助金募集の要

項が届き申請準備に入る。

令和4年7月末

補助金交付決定後、理事会にて工事請負業者及び入札執行を申
壬圭

而自 0

居室にカメラ設置の為、ご家族へ説明しご理解を得る。

施設内で発生した新型コロナウイルス感染により、工事を期限

内に完了させることが難しくなったため事業中止とし、県より

承認を得る。

令和4年度山形県介護ロボット導入支援事業費補助金募集の要

項が届き申請準備に入る。



令和4年9月~

令和 5年1月末

令和5年2月末

令和5年3月~

3月末

補助金交付決定後、理事会にて工事請負業者及び入札執行を申

令和5年4月~

令和6年3月末

三主
五月0

居室にカメラ設置の為、ご家族へ説明しご理解を得る。

工事完了。

令和7年4月~

令和 8年3月末

職員へ機器操作勉強会を行う。

職員への負担軽減状況や使用状況の聞き取りによる状況分析。

見守り機器導入により、カメラの記録から介護事故検討対策を

明確にし対応する。

令和8年4月~

令和9年3月末

職員への負担軽減状況や使用状況の聞き取りによる状況分析。

職員の使用状況を把握し、業務や心身面の疲労度確認、課題に

ついて対策を検討。

業務の効率化に伴い、ご利用者との関わりについてADL状況の

観察により個人に応じた介護等の見直し。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

職員への負担軽減状況や使用状況の聞き取りによる状況分析。

ご利用者の安全確認の効率性、介護事故の軽減や体調変化時の

対応状況の確認と改善。

働きやすい職場環境と人材確保の検証。

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す

る者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計

画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の実

施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの

取%田



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

所

名

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

名

社会福祉法人平田厚生会

寿康園指定

【事業所番号

導入時期及び台数

介護老人福祉施設

[製品名]見守りカメラ連動式無線ナースコールあんしんの紳

バイタルセンサー(1台)離床センサー(15台)ビューワ PC (2

台)スマートフォン(10 台)ネットワークカメラ(36 台)管理

サーバー Wi・Fiゲートウェイ(2 台)接続変換機(離床センサ

ー)(15 台)ワイヤレスインターフェースボックス(15 台)ビュ

ーワ PC ディスプレイ(2 台)レピーター(2 台) POE スプリッ

タ(37個)マットセンサーコネクタプラグ(15 台)

HUB(24 ポート/内 POE 24 ポート)(1台)

HUB(16 ポート/内 POE 16 ポート)(1台)

見守り機器通信環境整備一式

1 令和5年2月末[導入台数1[導

介護老人福祉施設(従来型)

0673200267】

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

事業概要(現在の問題点・導

入台数の妥当性・職員との

導入意義の共有)

購

月)

定員数

現在、利用者の見守り支援には人感センサー、起き上がりセンサ

一等を使用し転倒転落の未然防止を行っているが、その都度確認

し訪室する為、防げる事故も間に合わないケースや、職員の見守

り業務の負担になっている。また夜間帯は少人数で見守り業務を

行なっているため、職員のストレス緩和や不安軽減の必要性があ

り、ナースコール連動型見守り機器を新規導入し、居室内に見守

リカメラを設置し、訪室する前に安全確認ができる見守り支援を

行い、職員の負担軽減を図り、未然防止策が徹底できるよう活用

したい。また、ベッド上でも身体の異常を速やかに感知するバイ

タルセンサーに連動させ、看取りの方の対応にも活用したいと考

えます。

入

36 名

リース(契約期間

機器を導入することにより

達成する目標(機器導入の

翌年から3年間、年度毎)

年

0導入後(翌年) 1年目

・使用方法など職員の勉強会を行う。

・カメラ作動時の記録や様子を共有し、事故、危険防止に繋げる。

・新機種導入後に負担軽減の有無について聞き取りを行い検討す

る。

02年目

・見守り機器を導入することで、利用者のADLが確認され、よ

り的確な介護記録ができるようにする。

・使用状況の聞き取りを行い業務の見直しによる効率化につなが

るようにする。

・状態変化や看取り時の迅速な対応ができるようにする。

03年目

・新しい見守りシステムにより、効率よくご利用者の安全確認が

できるようにすると共に、りスク軽減や職員の不安軽減と情報の

月~ 年



共有、人材確保に努める。

・ご利用者の体調など適切な記録を残しご家族様の安心に努め

る。

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・居室にカメラ導入となり不要に訪室しないことによって、利用

者の蓋恥心や精神面等への配慮が行える。また利用者の夜間の安

眠にも繋がる。

・万が一転倒などが起きた際も、カメラの記録から検討内容が明

確に読み取れ、対策がとれる。

・不必要な訪室が軽減され、感染症対策ができている。

・職員の負担・不安・ストレスの軽減ができている。

02年目

・効率化による業務改善ができている。

・看取りケアの強化ができている。

03年目

・新機種を有効活用し事故防止に繋けられている。

・職員の心身面の負担を軽減し働きやすい職場ができている。

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評価

指標に基づいて記録)

・職員へ使用状況のアンケートを行う。 q吏用前、使用後の違い)

・見守りカメラやセンサー等を活用した事故発生時のデータを取

りまとめ、検証を行う。

3 事業・導入スケジュール

期闇(予定)

令和元年9月13日

~元年10月14日

福祉機器導入検討委員会発足

令和元年福祉機器導入委員会について

第一回

夜間帯の事故が多く、職員の不安軽減になるような見守りセン

サー等について。またPHSなど連動し何処で鳴っているか手元

でわかり、職員問の連絡もスムーズに行える機器を希望したい

など意見が出た。

※職員へ福祉機器導入についてアンケート実施。

内 備考容



第二回

アンケート結果について、職員の要望等の把握を行い検討。ま

た最新の福祉機器導入施設へ出向き見学等の案もでた。

第三回

職員研修旅行で福祉機器メーカーのイベントへ参加した職員よ

り、ナースコール連動型見守り機器がありその資料を集める。

R 元.10.15~3 ケ月

令和 2年1月17日

~2年Ⅱ月6日

令和2年福祉機器導入委員会について

第一回

ナースコール連動型見守り機器使用調査の結果報告。

1別Ⅱ山形福祉機器展に全委員が視察し様々な機器の説明を受け

た。それに伴い導入福祉機器の検討を行う

第二回

多くの福祉機器が存在しているため、機器の説明会を行いアン

ケート調査により機器を選定する。

※R2.10/28.29.30.1ν2 に職員説明会実施

第三回

福祉機器導入職員説明会についての報告。

移乗支援、移動支援、排池支援、見守り支援、入浴支援、介護

業務支援、見守り機器導入に伴う通信環境整備、1CT機器につ

いて商品説明を行った。

職員アンケート結果についての報告。

アンケートを行い、現場で働く介護職員が福祉機器を導入する

ことで、仕事や心身の負担軽減や改善できることが明確になっ

、-0

令和 3年1月20日

~3年8月12日

令和3年福祉機器導入委員会について

第・一回

LAN配線工事についての報告。

Wi-Fi設定についての報告。

第二回

Wi-Fi工事等の進行状況について報告。

第三回

Wi-Fi設備が整い今年度導入する方向性とする。

※福祉機器を絞り見積もりを依頼。

※R3.5/20.フ/フ.14業者よりりモート説明会実施する。

殉民り S c a nj 「ココヘルパー」「安心の紳」

フ/20 「あんしんの紳」使用施設に出向き使用状況や設置に関

することを直接伺い、また実際現場での使用状況の見学を行

つ。

第四回

福祉機器使用施設見学の報告及び導入器機の最終選定。

「あんしんの紳」導入を決定し、居室カメラやスマートフォン

の台数、設置場所の検証等話し合う。またバイタルセンサーや

見守りセンサー、籬床センサーの設置台数を検討し業者へ見積



令和 3年9月1日

令和 3年10月~

12月末

もりを依頼する。

令和 4年3月1日

令和3年度山形県介護ロボット導入支援事業費補助金募集の要

項が届き申請準備に入る。

令和4年7月末

補助金交付決定後、理事会にて工事請負業者及び入札執行を申
卦圭
而月0

居室にカメラ設置の為、ご家族へ説明しご理解を得る。

令和4年9月~

令和 5年1月末

施設内で発生した新型コロナウイルス感染により、工事を期限

内に完了させることが難しくなったため事業中止とし、県より

承認を得る。

令和5年2月末

令和4年度山形県介護ロボット導入支援事業費補助金募集の要

項が届き申請準備に入る。

令和5年3月~

3月末

補助金交付決定後、理事会にて工事請負業者及び入札執行を申

令和5年4月~

令和6年3月末

三主
而月0

居室にカメラ設置の為、ご家族へ説明しご理解を得る。

工事完了。

令和6年4月~

令和 7年3月末

職員へ機器操作勉強会を行う。

職員への負担軽減状況や使用状況の聞き取りによる状況分析。

見守り機器導入により、カメラの記録から介護事故検討対策を

明確にし対応する。

令和7年4月~

令和8年3月末

職員への負担軽減状況や使用状況の聞き取りによる状況分析。

職員の使用状況を把握し、業務や心身面の疲労度確認、課題に

ついて対策を検討。

業務の効率化に伴い、ご利用者との関わりについてADL状況の

観察により個人に応じた介護等の見直し。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

職員への負担軽減状況や使用状況の聞き取りによる状況分析。

ご利用者の安全確認の効率性、介護事故の軽減や体調変化時の

対応状況の確認と改善。

働きやすい職場環境と人材確保の検証。

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す

る者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育哘捌多計

画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の実

施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

所

名

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

社会福祉法人平田厚生会

名
寿康園指定短期入所生活介護事業所

【事業所番号:067320011田

導入時期及び台数

介護老人福祉施設

[製品名]見守りカメラ連動式無線ナースコールあんしんの紳

航床センサー(10台)ネットワークカメラ(16 台)管理サーバー

スマートフォン(6 台)ビューワ PC (1台) wi"Fiゲートウェイ(1

台)接続変換機(離床センサー)(10 台) HUB(5 ポート)(1台)

ワイヤレスインターフェースボックス(10台)ビューワ PCディス

プレイ(1台)レピーター(1 台) POE スプリッタ(16個)マット

センサーコネクタプラグ(10台)

HUBa6 ポートノ内 POE 16 ポート)(1台)

見守り機器通信環境整備一式

[導入時期]令和5年2月末[導入台数]

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

事業概要(現在の問題

点・導入台数の妥当性・

職員との導入意義の共

有)

購入リース(契約期間

現在、利用者の見守り支援には人感センサー、起き上がりセンサー

等を使用し転倒転落の未然防止を行っているが、その都度確認し訪

室する為、防げる事故も間に合わないケースや、職員の見守り業務

の負担になっている。また夜間帯は少人数で見守り業務を行なって

いるため、職員のストレス緩和や不安軽減の必要性があり、ナース

コール連動型見守り機器を新規導入し、居室内に見守りカメラを設

置し、訪室する前に安全確認ができる見守り支援を行い、職員の負

担軽減を図り、未然防止策が徹底できるよう活用したい。また、ベ

ツド上でも身体の異常を速やかに感知するバイタルセンサーに連動

させ、看取りの方の対応にも活用したいと考えます。

定員数 16 名

機器を導入することに

より達成する目標(機器

導入の翌年から3年間、

年度毎)

年

0導入後(翌年) 1年目

・使用方法など職員の勉強会を行う。

・カメラ作動時の記録や様子を共有し、事故、危険防止に繋げる。

・新機種導入後に負担軽減の有無について聞き取りを行い検討す

る。

02年目

・見守り機器を導入することで、利用者のADL力妬寉認され、より的

確な介護記録ができるようにする。

・使用状況の聞き取りを行い業務の見直しによる効率化につながる

ようにする。

・状態変化や看取り時の迅速な対応ができるようにする。

03年目

・新しい見守りシステムにより、効率よくご利用者の安全確認がで

きるようにすると共に、りスク軽減や職員の不安軽減と情報の共有、

人材確保に努める。

・ご利用者の体調など適切な記録を残しご家族様の安心に努める。

月~ 年 月)



期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・居室にカメラ導入となり不要に訪室しないことによって、利用者

の蓋恥心や精神面等への配慮が行える。また利用者の夜間の安眠に

も繋がる。

・万が一転倒などが起きた際も、カメラの記録から検討内容が明確

に読み取れ、対策がとれる。

・不必要な訪室が軽減され、感染症対策ができている。

・職員の負担・不安・ストレスの軽減ができている。

02年目

・効率化による業務改善ができている。

・看取りケアの強化ができている。

03年目

・新機種を有効活用し事故防止に繋げられている。

・職員の心身面の負担を軽減し働きやすい職場ができている。

効果検証の方法(効果に

関するデータを客観的

な評価指標に基づいて

記録)

2 事業・導入スケジュール

期間(予定)

・職員へ使用状況のアンケートを行う。 q吏用前、使用後の違い)

・見守りカメラやセンサー等を活用した事故発生時のデータを取り

まとめ、検証を行う。

福祉機器導入検討委員会発足

令和元年福祉機器導入委員会について

第・一回

夜闇帯の事故が多く、職員の不安軽減になるような見守りセン

サー等について。またPHSなど連動し何処で鳴っているか手元

でわかり、職員間の連絡もスムーズに行える機器を希望したい

など意見が出た。

※職員へ福祉機器導入についてアンケート実施。

第二回

アンケート結果について、職員の要望等の把握を行い検討。ま

た最新の福祉機器導入施設へ出向き見学等の案もでた。

第三回

職員研修旅行で福祉機器メーカーのイベントへ参加した職員よ

り、ナースコール連動型見守り機器がありその資料を集める。

R 元.10.15~3 ケ月

令和元年9月13日

~元年10月14日

内

令和 2年1月17日

~2年Ⅱ月6日

令和2年福祉機器導入委員会について

第一回

ナースコール連動型見守り機器使用調査の結果報告。

12ん1山形福祉機器展に全委員が視察し様々な機器の説明を受け

た。それに伴い導入福祉機器の検討を行う

第二回

備老容



多くの福祉機器が存在しているため、機器の説明会を行いアン

ケート調査により機器を選定する。

※R2.10/28.29.30.1ν2 に職員説明会実施

第三回

福祉機器導入職員説明会についての報告。

移乗支援、移動支援、排池支援、見守り支援、入浴支援、介護

業務支援、見守り機器導入に伴う通信環境整備、1CT機器につ

いて商品説明を行った。

職員アンケート結果についての報告。

アンケートを行い、現場で働く介護職員が福祉機器を導入する

ことで、仕事や心身の負担軽減や改善できることが明確になっ

、-0

令和 3年1月20日

~3年8月12日

令和3年福祉機器導入委員会について

第一回

LAN配線工事についての報告。

Wi-Fi設定についての報告。

第二回

Wi-Fi工事等の進行状況について報告。

第三回

Wi-Fi設備が整い今年度導入する方向性とする。

※福祉機器を絞り見積もりを依頼。

※R3.5/20.フ/フ.14業者よりりモート説明会実施する。

殉民り S c a nj「ココヘルパー」「安心の紳」

7尼0 「あんしんの紳」使用施設に出向き使用状況や設置に関

することを直接伺い、また実際現場での使用状況の見学を行

つ。

第四回

福祉機器使用施設見学の報告及び導入器機の最終選定。

「あんしんの紳」導入を決定し、居室カメラやスマートフォン

の台数、設置場所の検証等話し合う。またバイタルセンサーや

見守りセンサー、離床センサーの設置台数を検討し業者へ見積

もりを依頼する。

令和4年度山形県介護ロボット導入支援事業費補助金募集の要

項が届き申請準備に入る。

令和3年9月1日

令和 3年10月~

12月末

令和4年3月1日

令和3年度山形県介護ロボット導入支援事業費補助金募集の要

項が届き申請準備に入る。

令和4年7月末

補助金交付決定後、理事会にて工事請負業者及び入札執行を申
壬主

而月0

居室にカメラ設置の為、ご家族へ説明しご理解を得る。

施設内で発生した新型コロナウイルス感染により、工事を期限

内に完了させることが難しくなったため事業中止とし、県より

承認を得る。



令和4年9月~

令和5年1月末

令和 5年2月末

令和5年3月~

3月末

補助金交付決定後、理事会にて工事請負業者及び入札執行を申

令和5年4月~

令和6年3月末

三主
五月0

居室にカメラ設置の為、ご家族へ説明しご理解を得る。

工事完了。

令和7年4月~

令和8年3月末

職員へ機器操作勉強会を行う。

職員への負担軽減状況や使用状況の聞き取りによる状況分析。

見守り機器導入により、カメラの記録から介護事故検討対策を

明確にし対応する。

令和8年4月~

令和9年3月末

職員への負担軽減状況や使用状況の聞き取りによる状況分析。

職員の使用状況を把握し、業務や心身面の疲労度確認、課題に

ついて対策を検討。

業務の効率化に伴い、ご利用者との関わりについてADL状況の

観察により個人に応じた介護等の見直し。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

職員への負担軽減状況や使用状況の聞き取りによる状況分析。

ご利用者の安全確認の効率性、介護事故の軽減や体調変化時の

対応状況の確認と改善。

働きやすい職場環境と人材確保の検証。

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用す

る者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育哘刑修計

画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の実

施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの

取組)


